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滋賀県工業技術振興に関するアンケー ト調査

滋賀県における工業技術の振興の基本方向ならびに昨年 7月 29日 にオープンしまし

た工業技術センター (昭和 60年 7月 29日 オープン)および財団法人滋賀県工業技術振

興協会に対する県内企業ニーズの把握を行 うため昨年働大阪科学技術センターに調査委

託 しました調査のうちアンケー ト調査から当センターに期待する県内企業のいくつかの

ニーズに的を絞 りまとめてみました。その概要は次のとおりです。

1.調査対象および調査数

(1)調査対象 滋賀県内に所在する従業員 10

人以上の製造事業所

(2)調査数  発送数 1550社

回 収  386社

回収率  25%
2.回答企業の概要

(1)地域別              (3)資 本金別

3.調査の結果

(1)技術開発への対応

技術開発生の問題点には、半数以上の企業

が自社内で解決 してお り、外部機関 との活

用・連携を図る場合は親会社の指導やアドバ

イスを通じるなど日常の業務活動のなかで対

応しているケースが多いという特長がうかが

えます。次いで大学・公設試験研究機関や外

部の専門機関の力を借 りながら技術の向上・

開発における問題点の解決を図つています。

(2)技術開発上における問題点

技術開発における問題点は、最大のネック

が人材不足、次いで需要面での不安定要素・

市場の問題点がクローズアップされており、

これらの問題点の解消に向けて企業の自助努

力に加えて、行政的支援の必要性が今後の課

題 として指摘されそうです。

また、アイデアを持ちながら開発の体制・ 方

法がわからないという企業もかなりの数に上

っています。
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(3)高い技術開発意欲

技術開発に対する意欲は高 く、産 。学・官

の共同研究への参画意欲をみると全体の 19.

2%、 74社が経費負担をしても参加したいと

しており、中小規模で多 くみられる参画した

いが、社内体制が不備であるをも含めますと

3割以上の企業が共同研究 。開発に積極的で

あるとみられます。

141 0JTに よる技術者育成

技術者育成の方法は大部分が日常の業務を

通じており、次いで親会社やメーカー等の研

修や学会 。セミナー参加の順になっています。

また、社内的に体系的な研修制度を設けて

いるところは、資本金 5億円以上の大企業で

あつて中小企業ではあまり見受けられません。

(0 望まれる人材育成、技術情報の提供施策

工業技術振興のための行政施策に対するニ

ーズは企業規模の大小にかかわらず、人材・

技術者の育成のための支援の強化策が一番高   ています。

産学官交流への参加意欲
0テ ーマによっては必要な経費負担をしても

参画する意思がある

。参画したいが、社内体制が不備である

。参画について現在、どちらともいえない

。現在、参画の意思はない

0そ の他

技術開発における問題点 (複数回答)

●特に問題点はない
。アイデアはあるがどう開発すればよいか
がわからない

0ア イデアもあり進め方もわかっているが、
資金不足である

。アイデアもあり進め方もわかっているが、
人材不足である

。アイデアもあり進め方もわかっているが、
異業種企業と共同で行う必要があり有効
な対応策がわからない

0や ろうと思えばできるのだが、どれだけ
需要があるのかわからない

0そ の他

技術者育成の方法 (複数回答)

●親企業やメーカーなど取引先の研修などに

参加させる
。技術研修を目的に他機関ヘー定期間出向さ

せる
。学会やゼミナーに随時参加させる
。大学へ聴講生、研究生として派遣する
。経済・業界団体や公設試験研究機関で実施

している研修に参加
′

0日 常の業務を通じて行つている
。社内的に体系的な研修制度を設けている
。特別に何もしていない

0そ の他
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く、次いで工業技術センター等公設試験研究

機関の機能の強化、技術情報の提供機能の強

化などとなっており、人材面、情報面への行

政ニーズの強いことが特徴づけられています。

また、理工系大学の誘致等研究・教育機関

の整備、技術指導・相談・ コンサルティング

業務への支援強化などの要望も高 く、中小規

模では資金面での支援・助成へのエーズも高

くなっています。

ハー ド・ ソフ ト両面で期待の工業技術センター

エ業技術センターの利用希望分野は回答企業の

61.9%が機械応用、60.1%が 工業材料、39.9%が

電子応用、35.5%が化学分野、そして食品、デザ

インの順 となっており、業務内容の面からみると

材料・製品等の試験分析の依頼、試験分析機器の

利用といったハード機能、次いで技術情報・文献

等の利用、教育研修事業、講演会 。セミナーヘの

参加などのソフト機能の両者への期待が高 くなっ
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工業技術振興のための行政施策 (複数回答)

。技術改善・技術開発に関する資金面の支援体制

の強化
0人材・技術者の育成のための支援の強化

。技術情報提供機能の強化
。工業技術センター等公設試験研究機関の機能

の強化
。技術指導・相談・コンサルティング業務に対す

る支援強化
●異業種交流、産 。学・官交流等の技術交換・共

同研究開発
。地場産業等業界での共同技術開発の促進

。技術開発・人材育成などのための企業の協同化

の促進
。理工系大学の誘致等工業系の先導的な研究・教

育機関の整備
●先端技術をもった高度技術・研究開発型企業の

誘致促進
0そ の他

利用を希望する分野 (複数回答)
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利用を希望する業務サービス (複数回答)

。研究開発の委託、企業との共同研究

●材料・製品等の試験分析の依頼

。試験分析機器の利用
。技術開発全般に対する指導やアドバイス

●技術開発・文献等の利用

。情報交換 (人的交流)の ための場の利用

。教育・研修事業、講演会・セミナーヘの参加

。専門的な技術指導
。商品開発のデザイン指導
●具体的な研究機関・専門研究者・大学研究室

等の紹介
0そ の他
●利用は考えていない
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今回の調査はこのアンケー ト調査に引き続き企

業面接調査を実施しており、その結果については

次号においてその調査概要を掲載する予定であり

ますが、工業技術センターに対する御意見、御要

望等がございましたらどしどしお寄せ下さるよう

お待ちしております。

ザ  イ

咸 暉茅韓 貶誠 よ蚕茅嬢烹貶§訛蚕矛貶函■蚕茅貶

19.9

0.5

36

ヽ



情報 と技術開発 (企画と計画)の結びつき
産業構造の激変とそれに伴ない流動化する社会のなかで、企業が求める情報は多様化

し、複雑化しています。情報化時代から情報はん濫化時代といわれる現在、技術管理者

はこの途れている情報を如何に適確に選択 。加工し、自己の製品開発に発展させていく

か。

永年の間、設計開発、企画、品質管理等の仕事に携わってこられた山村氏にそのノウ

ハウをまとめていただきました。

巷には情報化時代 ということで情報が途れてい

るが、その情報の中味は種々雑多である。

日本語では情報の一語であるが英語の辞書で調

べるとinf6rmationと intelligenceの 二つの言葉

が見出される。それぞれ意味が異つている。日本

語ではこの二つの言葉の意味を区分しないで使つ

ている。informationに 属する情報活動とは過去

および現在に関する情報を集め、分類整理し、必

要に応じて outputす ることであり、intelligence

に属する情報活動とはinformationに より得た情

報を分析し更に未来を推測し予測することである。

例えばある都市の旅館、ホテルの配置図があつた

として、もしこの図が駅の旅行案内所においてあ

る場合は旅行者の求めに応じての旅館の斡旋には

役立つであろう。もし同じものが都市計画局の中

にあったとすると旧市街地区の古い木造旅館群を

どのように建てなおし都市の再開発をするかとい

うその都市の未来構想の原点にもなる。intelli‐

genceは informationに 属する情報が情報を扱う

人により分析、推理等力日工されて未来予測を out‐

putと する点が infOrmationと 異なる。

企画 と計画 も情報の intelligenceと informa‐

tionと 同じようにその意味を区分せずに同義語

として使つている。

企画と計画の相違は計画はせいぜい 1-3年先

のことをその範ちゅうに入れているが、企画は 3

年以上の未来をその範ちゅうに入れている点であ

る。また企画は未来にわたりどの方向の道を進む

べきかを考え、実現するための大凡その道程表を

作ることである。計画は企画の下流に位置し企画

を実現するための日程表である。日程表であるか

村 史 郎
働滋賀県工業技術振興協会嘱託

前松下電器産業僻エアコン事業部技術部長

ら当然詳細な目標達成の手段 としての行動計画が

含まれてくる。技術革新以前においては、先輩の

ノウハウ中心の設計であるので、10年先のことは

別にして 3-5年先の中期的な見方をした場合で

も、その間に大きな技術的な変化があるとは考え

られない。技術の動向を過去の延長線上に考えて

もまちがいがなかった。したがつて製品設計々画

はあっても製品開発企画はなかったといえる。

企画や計画を推進する時には必ず情報 というこ

とになるが、その情報 も企画 に必要な情報 は

intelligenceに 属する戦略的情報であり計画に入

用なのはinformationで あり戦略的情報である。

他社を制するには製品企画がしつかりしているこ

とが一番であるということで推進したのに、いざ

蓋を開けてみるとどんぐりの背比べであつたりす

るのは、実は製品企画でなく製品計画であるから

である。製品企画をする筈が計画になってしまっ

た理由は inputさ れた情報が infOrmationに すぎ

なかったからである。駅の案内所の内容であるた

め国鉄の駅であろうが私鉄の駅であろうが多少の

差はあつても、本質的な点では同じであリアウト

プットされるその都市の旅館の情報 (infOrma‐

tion)は似たり寄つたりのものになる。

活動の原点である情報が同種のものであること

は、以後の活動をもほば同じ範囲内に拘束してし

まう。もう少し例をあげて説明すると同じ業界の

会社で同じ位の地位、年輩の人が先程の駅の案内

所で今夜泊るべき旅館をいくつか紹介して貰って

(情報のインプット)宿泊費、設備、サービス等

の内容を勘案した上で決定した (ア ウトプット)

すると、ほぼ同じ規模の旅館になるようなもので

山



ある。

企画 に必要な intelligenceの 情報 は infOrma‐

tionを 分析し、分析結果から未来を推理するもの

であるので、情報を扱う人の頭脳活動の結果アウ

トプットされるものである。従つて、intelligence

の情報は人によってその内容は画一的なるものと

なり、informationの 組み合せやこれの加工によ

り、企画という独自性のあるものに発展さす必要

がある。つまり独自性のある未来指向の情報にも

とずいて作られた製品企画やそれにつづく製品開

発計画があればこそ、他社にない新製品が出来る

のである。

「企画部門や設計部門のマネージャーは優れた

企画力がなければならない。その企画力の源泉は

その人の持つ情報力である。」と社長が何かの時に

訓示したとしよう。「吾こそはその情報マンであ

る」と心の内で自認する社員は多いかも知れない。

だがその中味を見ると頼 りになる情報は少い。机

の中には彼の経歴の古さと同じだけの過去の特許

公報や文献のコピーが集積され、また彼の頭の中

にも多くのノウハウが貯えられているだろうが、

それは単なる物識 り博士に過ぎない。物識 り博士

の持っている情報がいくら多くても、information

に類するものである限り自慢にもならないし羨む

こともない。何となれば、昨今はinfOrmationは

専門の情報組織や情報会社によってコンピュータ

ー化され分類整理をされていて、物識 り博士の領

分を大きく入り込 もうとしているからである。物

識 り博士はその所似であるinformation活 動をコ

ンピューターに奪われてしまうだろう。そうなら

ないにしても、著しくその地位を低下させること

は間違いない。

中長期的に物事を考えた場合その根源である技

術情報力を評価しないで企画を策定しても、あま

り変わりばえのしないものになってしまう。その

理由は、情報が infOmationに 片寄つているから

で あ る。技術 情 報 の重 要性 を intelligenceと

informationに 分け、それぞれを開発計画と製品

設計とに結びつけて考えることにより、中長期的

な企画、計画の充実と推進が出来るのではないだ

ろうか。

お 知 ら せ

技術普及講習会

企業の技術開発力を向上するとともに、工業技

術センター設備機器の利用促進を図るため技術普

及講習会を次のとおり開催します。

講習内容  超音波探傷法について

と  き  昭和 61年 6月 上旬に3日 間程度

午前 10時～年後 5時

と こ ろ  工業技術センター 実習室

申込方法  所定の申込書に企業主の推薦状を

添えて申し込んで下さい。

申込期限

お問い合せ

そ の 他

先着順に 20名 までとします。たた

し申込者多数の場合は 1企業 1名

とする場合がありますので予め御

了知下さい。

工業技術センター 技術第一科

TEL l母 0775(58)1500

筆記用具および関数電卓は各自持

参して下さい。



高度技術の移転・地域技術の

開発に向けて研究に着手

一―昭和61年度工業技術センター事業計画概要一―

近年の先端技術をはじめとする工業技術の進展 |よめざましく、情報化の進展や国民二

―ズの多様化等、県内工業をとりまく環境は時定刻マと変イヒしてあります。このような

B寺代にマツチした施策を展開するため、開所 2年目の当工業技術センターは双の事業を

実施し、企業ニーズに応えてまいります。

研究企画

○科学技術振興プラザの開催

産・官 。学交流の機会 と科学技術の啓発普

及を図るため科学技術シンポジウム・科学技

術記念講演会の開催を動滋賀県工業技術振興

協会に委託実施するとともに、工業技術セン

ターの一般公開等の事業を科学技術振興プラ

ザとして、実施します。

○産官学共同研究プロジェクト構築に関する調

査

産 。官・学連携による研究の現況と組織体

制のあり方等を調査し、今後の研究開発プロ

ジェクト構築の参考資料 とします。

○中、長期研究指針の策定

県内企業の技術開発ニーズ・ シーズの把握

をもとに工業技術センターが今後取組むべき

研究課題を、長期的視野から展望し研究指針

を策定します。

試験分析機器の整備

昭和 60年度までに当センターの試験分析

機器は約 280点 を整備 してきましたが昭和

61年 において走査型電子顕微鏡、モーダル解

析装置、中型ホストコンピュータ等 50余点の

試験分析機器を整備する予定であり、前年度

以前の分と併せて、県内企業の期待に応えて

参 ります。

技術相談・指導

新技術や新製品を開発するための相談や指

導の充実強化を図るため、大学から技術相談

役として教授陣を招きます。また、技術課題

に対する巡回技術指導や技術アドバイザーを

派遣しての技術指導等も前年度に引き続き行

います。

研究開発

中小企業にとって新製品の開発技術や技術

革新に対応する新技術の導入は多なかれ少な

かれ緊急の課題 となっております。また多品

種少量生産の時代は今や工業界の一つの潮流

にもなりつつあり、中小企業もこの余波を受

けざる得ない時代に突入したといえます。従

つて中小企業に技術移転を図るとともに地域

に根ざした技術開発を行うため、当センター

において 61年度の研究課題 として電子・機械

の制御、自動化技術、高分子を中心とする複

合材料 。バイオ関連を含む食品および未利用

資源の利用等に関する研究に着手し、県内企

業の技術的バックアップを推進します。また、

大学等から研究参与を招へいし研究の充実を

図ります。

試験分析・試験分析機器の開放利用

企業の製品開発や改善のための試験分析を

実施するとともに工業技術センター設置の試

験分析機器 300余点を全面的に企業開放して

利用者自らの技術力向上につなげていきます。

広報 。普及啓蒙

工業技術センターでは技術力向上、新技術

導入および新製品開発のための 。講習会を開

催するとともにテクニカルネットワークの発

行、研究成果発表会等を通じて (財)滋賀県

工業技術振興協会 と連携のもとに技術情報の

広報活動を行います。



〔技術相談指導事例〕

工業技術センターでは技術開発・新技術の導入および既存技術の利用方法等技術に関する相談

指導を行っています。技術相談 。指導の方法には電話によるものから外部の大学や企業等の専門

家を相談企業に派遣する方法まで各種の相談内容に最も適した方法で指導 しています。

もし、あなたの企業で技術に関する問題が生じた場合は是非一度工業技術センターまで御連絡

下さい。以下ある企業に実施 しました一般的な相談指導の具体例を紹介します。

相談要旨 現在自社の商品包装作業は搬入→包装

→完成品の工程を5人で実施していますが、

この工程をできる限リシンプルな方法で併せ

て人的省力化合理化を図りたいのですが・…・・。

現状 この企業では、包装の作業場にフォークリ

フトで商品を搬入した後ビニール袋に商品及

びカー ドを封入し熱シールを施した後、さら

にダンボール箱に入れて出荷 という作業工程

を5人がかりで実施しております。その各工

程作業を順送 り式に 5人全員が作業の流れに

沿つて移動する方式をとつているため、搬

入・搬出用フォークリフト3台、熱シール機

2台が必要な形となっています。

工程概要

工程 袋詰

問題点

① 重量物の商品を各工程間において人力で運

搬しているため作業者の肉体的疲労が大きい。

② 搬入から搬出までの、工程毎に5人全員が

移動して作業しているため、工程の専門家が

育たず、一定の品質が確保できない。

③ ラインがシリーズ化されてないため、作業

フローが長く、商品取扱に、必要以上の手数

がかかる。まだ、シリーズエ程でないため、

作業量の調整が困難である。

(④ 各工程を単独で作業しているため作業者の

作業ロスを生じ勢い機械数量が多くなる。

などの問題点が考えられ、この作業工程改

善が必要ということで次の改善案提示を指導

しました。

熱シ…ル 箱詰 搬 出

縁
辟
辟
辟

口
／
↓

辟
辟→

(人力 )

→

(人力)

→

(入力 )

→

(人力)

作業者 5人

改善案

完全自動化が導入されていない場合の工場

内における生産工程の三大要素は材料 (商

品)、 人、機械設備であり、生産はこれらの要

素に管理機能が合理的に組み合せられて推進

されるものです。従つて生産工程はその過程

において必ず移動が伴います。そして材料の

形が変えられたり(カロエ)、 質が変えられたり

(処理)、 またはある主要なものに他の部品等

が付加され (組立)て製品となります。

移動を中心として、工場の生産過程を考え

てみますとこれら主要な要素の組合せは次の

ようなものです。

(1)材 料の移動 (2)人 の移動 俗)機械の移動

□

□

□

□



141材料と人の移動 G)機械 と人の移動 脩)材

料と機械 と人の移動

生産は、前記 3要素のうち必ずどれか一つ

が移動しなければ生産は行なわれないといっ

ても過言ではありません。工場を計画し、機

械設備を配置するには、まず、この移動の主

体をつかむことが大切です。

そして、これらの 3要素中、材料の移動を

主眠とするのが最も普通です。そこでこの移

動に重点を置いた各工程のシリーズ化された

配置を考えてみた場合、配置の型式は品物の

数量と種類、作業の順序、余力に対する対策、

機械とか装置の種類 と数量、そのほか各種条

件より違つてきます。もちろん配置を行なう

場合、その方向は、単純性、集約性、一貫性、

連続性、均衡性、弾力型の原則にのっとるこ

とが重要です。

このような観点および企業規模、作業場の

環境や相談者の意向からみて、次の改善を指

導しました。

① コンベア導入

② 熱シール機のロータリーテーブル方式ヘ

の改度

③ ①および②に伴うラインのシリーズ化

効 果

改善指導案を実施した結果、前記問題点の

解消と併せて

① 作業員の減少から余裕人員による検査

工程の追加

② 作業場の有効利用

③ 作業時間の短縮

④ 労働災害の減少

等の利益を得ることができました。

〔試 験 機 器 紹 介〕

工業技術センターには企業ニーズに応えるため現在約 280点の試験機器を整備 しており、

その主なものをシリーズで紹介 していく予定です。今回は日本自転車振興会の昭和 60年度自

転車等機械工業振興事業に係る補助事業により設置した機器を以下に紹介します。

O画像解析装置

鋼の結晶粒度、析出物の形状、介在物、鋳鉄の

黒鉛の形状、分布等の金属組織は機械的性質と深

い関係があると従来から考えられています。それ

等は従来、金属組織写真から定性的に解析されて

いました。

しかしながら近年、コンピューター技術の進歩

に伴ない画像処理による方法を利用して金属組織

を定量的に測定し、金属の物理的性質との関連性

を調べ、金属材料の特性を把握しようという研究

が行われるようになりました。このような分野は

金属組織学 (Quantitat市e Metallography)と 言

われています。

当センターにおいても上記の時代の要請に対応

するために画像解析装置を導入しました。

画像解析装置の原理は下図のとおりで、顕微鏡

像や写真または実物 (マ クロユニットによる)な

どの光学像はTVカ メラによリビデオ信号に変

仰島津製作所製 ボシュロムオムニコン3500

換されます。このビデオ信号はシェーデングコレ

クターで暗電流、感度ムラや照明ムラの補正を受

けた後、スレッショールド回路で濃淡差により2

値化されます。

2値化されたビデオ信号はミニコンピューター

内のインターフェースでコーディングされたメモ

リーに書き込まれます。



書き込まれた画像に対して面積、周辺長、投影

長など14種類の測定が可能です。

なお、この装置は金属材料のみならずセラミッ

クス・粉体・高分子フィルム等の広い分野への応

用が可能です。

本装置の仕様は次のとおりです。

記憶容量 :128kバ イト

ユーザエリア :6kバ イト

ユーザ使用言語 :BASIC

外部メモリ :デ ィスク・ ウインチェスタ

ー 12.5Mバイト

オペレーティングシステム :MAPPED
RDOS

ンサイト変態による容積変化が部分によつて異な

り、炭素量の多い表面層の膨張量が最も大きく、

中心部に向かうにしたがってだヽさくなる傾向にな

ります。

すなわち中心部には引張 り、表面層には圧縮の

残留応力が生じ、疲れ強さを向上させることにな

ります。また表面層の炭素量を0.8%～0.9%に

しますと耐摩耗性を向上させることがべきます。

浸炭層の測定方法としてはマイクロビッカース

硬度計による有効浸災深さがあります。この有効

浸炭深さは一般的に表面からHMr513ま での距離

を言います。

ケース炉

炉 内 有 効 寸 法
250× 350× 250 4ull

(幅)(奥行)(高 さ)

30 k,処   理   量

950 ℃加   熱  炉

最 高 180℃油 糟

最 高 450ゼ焼 入 油 量

洗浄糟

洗 浄 方 式 トリクレン蒸気

250× 250× 35011m

(幅)(奥行)(高さ)
炉 内 有 効 寸 法

最 高 650℃度

r

Oガス浸炭炉

機械部品 (自 動車部品、航空部品等)の耐摩耗

性、耐疲労性を向上させる方法として表面硬化に

よる熱処理があります。

その代表例として、ガス浸炭による熱処理を紹

介します。これはナタノール、イソプロパノール

等の有機液体を熱分解し、生じた遊離炭素を低炭

素鋼製部品の表面に拡散浸透させ、オーステナイ

ト変態点のもとで浸炭焼入を行います。

CH30H ~~丞
「

→ C° +2H2(キヤリァガス形成)

C2H79Hす 2(C)十 CO+4H2(浸 炭ガス形成)

浸炭して焼入れ、焼もどしを行いますとマルテ

面積、内孔を含む面積、内孔の周辺長、周

辺長、包絡周辺長、投影長、最大長、最小幅、

最大水平弦長、任意方向フェーレ径、X座

標、Y座標、対象数計数、下方突出数計数

測 定 項 目

測 定 単 位 光学顕微鏡を使用した場合 :μm
電子顕微鏡を使用した場合 inm

550,000画点/画面 (60Hz)分 解  能

コンピュータ

ディスクアィスケツト

ィンク
レタタ

シェータ レ
推y殆『

ル
iVカ メラ ヨンピュータ

CRヤ モニタ 操作パネル

帥島津製作所製 SMC-0型

焼もどし炉



Oね じり試験機

材料にある大きさの応力を繰返し作用させると

ついに破壊することがあります。昨年起った日航

機の隔壁破損もこの金属疲労が原因のようです。

金属疲労による破壊は、鋼の場合 107回 繰返 し

応力負荷に耐えればそれ以上繰 り返しても破壊す

ることはほとんどありません。しかし、一般的に

疲労試験を行うと破壊までの繰 り返し回数にばら

つきがあります。これは、表面の仕様状態、切欠

き効果、寸法効果等により疲労強度が低下したり、

高周波焼入れ、浸炭処理、ショットピーエング等

により上昇したりもするからです。

この様な疲労破壊が、ある日突然構造上重要な

箇所に生じては大変危険ですので、重要構成部品

に対しては疲労破壊が生じないことの確認試験が

必要となります。

疲労試験での応力の負荷方法として、ねじり、

引張圧縮、曲げがありますが、ここでは、ねじり

疲労試験を行う「ねじり試験機」について紹介し

ます。能力として最大 50 kgの トルクを、9999990

回負荷でき、負荷方法は無負荷状態から一方向の

みのねじりと両方向へのねじりとが試験できます。

標点間のねじれ角、チャック間のねじれ角とトル

クをレコーダに記録し、疲労現象の解析を行いま

す。なお、ねじり試験機の主な仕様は次のとおり

です。

O振動試験機

工業製品は、それが使用されたり、設置される

環境において、振動等の物理的作用に耐える性能

をもつ材料、でつくり、これに組込まれる計器等

の、装置も同様な精度が要求されます。現在各種

機器は、例えば「振動」等の影響を極力小さくす

るために、様々な工夫がカロえられています。

個々の製品の「振動」に対する耐振性、耐環境

性を調べる基準として、現在、汎用性のある評価

基準が作られており、それには国際的規格、国内

的規格、業界全体 としての規格など種々なものが

あります。

ここで紹介します振動試験機は、JIS、 MIL、 IEC

などの振動試験規格に準じた試験、あるいは、ラ

ンダム波 (任意波)振動試験などあらゆる試験が

可能です。また、この振動試験機には大型の補助

テープルがセットされており、とヒ較的大きな資料

に対しても、垂直水平方向振動可能な、形での試

験ができることになっております。なお本試験機

ツカ ミ間距離 :20～ 500 mm(丸 棒)

試 験 片 寸 法 :5～25 mm(丸棒)

巾 50、 厚さ0～16 mm(平板)

捩 り 速 度 :5°～180°/min

繰返し捩り試験 :両振±170°

片振り5°～340°

部分両振最大振巾 340°

仰島津製作所製 UET-50型

の主な仕様 は次の とお りです。

加 振 力

最大加速度

最 大 速 度

最 大 変 位

使用振動数範囲

最大塔載重量

垂直補助テーブル連結時 加速度

振動数

水平補助テーブル連結時 加速度

振動数

補助テーブル

一ほ

　

■
Ｅ

Ｅ

馘

鬱

1000 kgf

120G
85cコn/sec

25 HlmP―P
5^ツ 3000 Hz

120 kg

38G
5ハV360 Hz

24.2G
5^ψ 2000 Hz

630〉〈630 mm

ま
要

爛国際機械振動研究所 VS-1000-5



〔用 語 解 説〕

近年の科学技術の発展は、質的にも量的にもめざましいものがあります。時々刻々と蓄積される人

の知的所産は整理にいとまがないほどであり多くの情報が種々雑多な形で流されつづけています。世

をあげて情報社会への突入という感 じさえします。

その中にあって科学技術に関する用語も次々と新しいものが生まれつつあり、ややもすると私たち

が十分理解し得ない間に過ぎ去ってしまうものさえあります。

そこでこのページでは、基礎的なものから今話題となっている用語までをシリーズで紹介し、日常

業務の参考資料に供 してまいります。

国際単位系 (SI)

測定の単位はもともと国や技術分野によって、

_ほ とんど独立に用いられており、メー トル系だけ
イ
とってもMKS系、CGS系、重力系、静電系、有

理系、非有理系など、いくつもの系統が含まれて

います。この多様性から生じる混乱を収拾するた

めに導入されたのが国際単位系 (SI)です。

国際単位系 (Le Systё me lnternational d'

U苗tOs 世界共通の公式な略称 SI)は、1960年の

第 11回国際度量衡総会で採択され、その後、修

正・拡大された単位系です。SI単位の特徴はメー

トル系のうちMKSA有理単位系を核 として、本

質的に、 1量 1単位の原則を貫いていること、お

よび一貫性のある単位系をなしていることの 2点

であり、また 10進法だけで構成されていることも

重要です。

1.SI基本単位

SI基本単位 とは、SIの基礎 として決められた

明確に定義される 7つの単位であつて、次元の見

地から見て独立であるとみなすことに取 り決めら

れたものです。

基本単位の定義

(1)長 さの単位 メー トル (m)

メー トルは、 1秒の 299,792,458分 の 1の 時間

に、光が真空中を伝わる行程の長さ。

(1983年 10月 の第 17回国際度量衡総会におい

て「メー トルの定義」が改訂されましたが、計量

法では改正が行われてなくクリプ トン86の原子

準位 2 Pl。 と5 dsの間の遷移に対応する光の真空

中における波長の 1,650,763.73倍 に等しい長さ

である。)

(2)質量の単位 キログラム (kg)

国際度量衡局に保管されている国際キログラム

原器の質量。

(3)時間の単位 秒 (S)

セシウム 133の 原子の基底状態の 2つ の超微細

準位の間の遷移に対応する放射の 9192631770周

期の継続時間

に)電流の単位 アンペア (A)

真空中に 1メ ー トルの間隔で平行に置かれた無

限に小さな円形断面積を有する無限に長い 2本の

直線状導体のそれぞれを流れ、これらの導体の長

さ 1タ ー トルごとに2X107ニ ュ_ト ンの力を及

ぼし合う一定の電流。

15)熱力学温度の単位 ケルビン (K)

水の二重点の温度の 1/273.16

(6)物質量の単位 モル (mol)

0.012キ ログラムの炭素 12の 中に存在する原

子の数と等しい数の構成要素を含む系の物質量

9)光度の単位 カンデラ (cd)

周波数 540× 1012ヘ ルツの単色放射をある方向

へ放射してその放射の強さが (1/683)ワ ット毎

単位記号量

熱力学温度

長

質

時

電

ｍ
ｋ９
Ｓ
Ａ
Ｋ

ｍ
Ｃｄ

さ

量

間

流

量

度

質物

光

単 位 の 名 称

メ
　
キ
　
　
　
ァ
　
ヶ
　
モ
　
カ

ル

ム

　

ア

ン

ル

ラ

グ

秒

ロ フ

ン    ペ

ル     ビ

ン   デ



ステラジアンである放射体の、その方向での光度。

2.SI補助単位

SIの 補助単位は、あいまいな性格を持ち、基本

単位と見てもよく、組立単位 と見てもよいとされ

るが機能上では基本単位 と同様に解してよく、次

の2つ の幾何学的量の単位だけである。

量 単位記号

平  面 角 ra d

立  体  角 Sr

補助単位の定義

(1)平面角の単位 ラジアン (rad)

円の周上で、その半径の長さに等しい長さの弧

を切 り取る2本の半径の間に含まれる平面角。

(2)立体角の単位 ステラジアン (sr)

球の中心を頂点とし、その球の半径を 1辺 とす

る正方形の面積と等しい面積をその球の表面上で

切 り取る立体角。

3.SI組立単位

SI組立単位 とは対応する諸量を結びつけるい

くつかの選ばれた代表的関係にもとづいて基本単

位を組合せることにより構成する諸単位であって

表現法により下記の 3つがある。

(1)基本単位から出発して表されるSI単位

基本単位 と補助単位のみで表わされる組立単位

単位記号

0)固有の名称を用いて表わさるSI組立単位

固有名称を持つ SI組立単位を使用して更に外

の量を表す SI組立単位。

量 単 位 記 号

Paos
N・ m
N/m
w/m2

」/K

J/(k9・ K)

W/(m・ K)

F/m
H/m

4.SI接頭語

極度に大きいかまたは小さい量の表現に 10の

整数乗倍を構成するための接頭語。

量 定   義

S~1

na・ k9os~2

N/m2

周  波  数

力

圧 力 ・ 応 力

荏撃,犠 置)

工率 (仕 事率)

電 気 量,電 荷

電 圧 ,電 位

静 電 容 量

電 気 抵 抗

コンダクタンス

磁     東

磁 束 密 度

インダクタンス

N・m

」/S

A・ S

W/A
C/V
V/A
A/V
Vos

wb/m2
Wb/A
cd・ sr

lm/m2
S~1

」/kB

東

度

能

量線

射

収

光

照

放

吸

度

卜
力

度

量

ビ

熱

メ
張
密

　

ロ

のモ．面
流
　
邪

粘
力

表

熱
熱

工

比
量

例

例

面   積

体   積

速   さ

加 速 度

EF

ぜ

m/S

m/s2

率

率
率

導伝

電

磁

熱

誘

透

(2)固有の名称をもつ SI組立単位

使用される頻度が高 く、その都度 SI単位で組

み立てると長い名称になるため
《
固有の名称"を

許されている組立単位。

ラ ジ ア  ン

ス チ ラ ジ ア ン

単 位 の 名 称

J

W

C

V

F

Ω

S

Wb

T

H

I In

IX

Bq

Gy

Hz

N

Pa

ヘ  ル  ツ

ニュー トン

パ ス カ ル

ジ ュ ー ル

ワ ッ  ト

ク ー ロ ン

ボ ル  ト

フ ァ が

オ ー ム

ジーメ ンス

ウ ェ ー バ

テ ス ラ

ヘ ン リ ー

ル ー メ ン

ル  ク ス

ベ ク レ ル

グ レ イ

単位記号単位の名称

平 方 メ ー ト ル

立 方 メ ー ト ル

メ ー ト ル 毎 秒

メー トル毎 秒毎 秒

単 位 の 名 称

パスカル秒
ニュー トンメー トル
ニュー トン毎メー トル

ワット毎平方メー トル

ジュール毎ケルビン

ジュール毎キログラム

毎ケルビン

ワット毎メー トル

毎ケルビン

ファラー ド毎メー トル
ヘンリー毎メー トル

{

{

単 位 の 名 称
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綾1頭 譜 |―接 頭語 記 号

シ

チ

リ

ロ

ノ

コ

ト

ト

ン
　
　
″
　
　
　
　

エ ム

デ

セ

ミ

マ

ナ

ピ

フ

ア

Ｅ

Ｐ

Ｔ

Ｇ

Ｍ

ｋ

ｈ

ｄａ

ド
Ⅳ
ド
脚
碑
畔
脚
脚

エ
ペ

テ
ギ

メ

キ

ヘ
デ

サ

タ

ラ
ガ

ガ

ロ
ト

カ

ク

ク

倍 数

1016

1015

1012

100

106

103

102
101

5。 SIに よる表現上のルール

(1)単位記号は立体文字で表す。また終止符はつ

けない。

121 単位の積は、乗法記号としての点でしるすが、

混同のおそれがなければ略してよい。たとえば

Nemま たはNm(ニ ュー トンメー トル)の ように

する。ただしmNは ミリニュー トンを表わす。

●)単位の商は、m/s/sで はなくm/s2、
豊、mS~2

のようにしるす。

は)接頭語の記号も立体文字で、単位記号の前に

接してしるす。二つ以上の接頭語を用いてはなら

ない。たとえば mμ m(ミ リマイクロメー トル)は

不可であり、正しくはnm(ナ ノメー トル)と す

る。

6)キ ログラムの 10の 整数乗倍の名称は、キログ

ラムにではなくグラムという語に接頭語をつけて

表わす。すなわちμkg(マ イクロキログラム)で

はなく、mg(ミ リグラム)と する。

6。 SIと 併用される単位

SIに 属さないが重要でありまた広 く用いられ

るので、SIと の併用が許される単位がある。しか

し本来の SI単位 と組み合せて用いるのは一貫性

を損うから、特別の場合に限るべきものである。

7.暫定的に許容される単位

SIに 属さないが、現今の度合いから判断して

《
暫定的許容"の扱いをすることになっている。

下記の単位は SI単位 と組み合わせて使 うことは

一貫性を損なうから好ましくない。

称 SI単位での値

ｄ

ｃ

ｍ

μ

ｎ

ｐ
ｆ

ａ
名

ングス

海
　
ノ

オ
ロ

ア

ヘクタール

バ  ー  ン

バ   ー  ル

標準大気圧

ガ   ル

キ ュ リ ー

レン トゲ ン

ラ     ド

参照文献

工業計測便覧

機械工学便覧

1,852m

(1,852/3,600)m/s

O.lnm=lσ
ttm

ldam2=1024f

lh五
2=10 4aF

100fm2=lσ
28Hf

01 Mpa=1♂ pa

l cn/s2_lσ
2m/S

3,7× 1∫
OBq

2.58× 10~4cみ9

cGy=lσ
2 Gy

里
　
ト

ト
ム

ル

コロナ社

(社 )日 本機械学会

，
／
′

′
′

名 称

分

時

日

度

分

秒

SI

60s

60 min=3600s

24 =1 440alln=86400s

(tす180)fad

(1/60)° =(π /10800)rad
(1/60)′ =(7r/648000)rad

ldm3=1ド 評

103k9

リ ッ

ト ン

記号 量の種類

A

a

ha

b

bar

at rn

Gal

CI

R

rad

圧  力

加 速 度

放 射 能

照射線量

吸収線量

長

速

長

面

さ

さ

さ

積

謗

ｍ ｍ

ｈ

ｄ

。

″
　

ノ
）
ｔ

時  間

平 面 角

積

量

体

質



新技術の種をまき育てる交流サロン

一一気軽に御利用下さい一一

今日のめざましいハイテク化に対応した事業の

展開には、産・官 。学の連携、異業種の交流が必

要であるといわれて久しくなりますが、この動き

は最近、全国的に活発化し、本県においても(財 )

工業技術振興協会を中心に異業種交流の輪が生ま

れつつあります。

産・官・学の連携や異業種の交流には急がず、

知り合い→使い合い→創 り合うという3つのステ

ップを進めていくことが大事です。これを言いか

えれば、

第 1段階 知 り合う  l情報の交換・交流

第 2段階 使い合う一一技術の相互利用

第 3段階 創り合う一一新製品の共同開発

ということができます。交流の場において、特に

大切なことは、それぞれがよく知 り合うことです。

このため工業技術センターでは産 。官・学の連

携や異業種交流を積極的に進め、そこから技術の

相互利用や新製品の共同開発へ発展させるための

交流の場として皆様に活用いただくため 1階玄関

横に池のある中庭が望め、明るくゴージャスなム

ードの交流サロンを備え皆様の御利用をお待ちし

ております。

工業技術センターは広 く企業はじめ県民の皆様

に気軽に御利用いただける「地域に開かれた工業

技術振興の拠点」をキャッチフレーズに事業展開

をしてまいりますので、是非、技術相談、技術交

流、人的交流はじめ待ち合せ場所としても交流サ

ロンを御利用いただき、このサロンから新しい技

術が芽ぱえることを期待いたしております。

知り合い⇒使い合いEEj倉
Jり 合う

知 りあレI



編集にあたって

テクノネットワークの第2号をお届けするこ

とになりました。

創刊号が工業技術センターと働工業技術振興

協会のガイドライン程度にとどまったので、本

号から本誌のタイ トルにふさわしい内容を掲載

したいという願いで職員一同頑張つてみた結果、

ご覧のような形になりました。

本誌は研究本位の機関誌色が出るのを極力お

さえ、中小企業の技術者はもとより、広 くその

経営者の方々にもご覧頂けたらという願いをこ

めて編集した積 りです。

当センタ‐および協会は昨年 7月 29日 、対外

的に業務を開始して以来、地域に開かれた エ`

業技術振興の拠点、をキャッチフレーズに施設

は勿論、試験分析機器等も企業の皆様に開放す

るといつたユニークな運営方針のもとに約 7か

月運営してまいり、それなりの実績が蓄積され

たと考えております。その間見学者を含め何ら

かの目的をもって、当センターをお訪ねになっ

た方々は、約 3,700名 余 りにのぼつております。

うち、当センターの電子応用、機械応用、材料、

食品、化学、デザイン等の各分野に対する技術

相談 として把握 した件数は約 450件、依頼試

験・設備使用の目的で来所された企業は 360件

強というような数字が算出されています。

また国庫補助制度としての、技術アドバイザ

ーの利用、巡回技術指導等の企業の制度利用状

況も2月 末現在で 88件を数えております。一方

協会が実施しました、研修事業、セミナー、異

業種交流プラザにも多数の企業がご参加頂いた

結果は、本誌協会執筆分でご覧のとおりです。

いずれにしましてもセンター・協会共々、企

業の皆様が「自分たちのセンタ‐、私たちの協

会」として気軽に当施設をご利用いただき育て

ていただければと所長以下職員一同考えている

ところです。本誌は技術情報、技術用語、機器

紹介等いくつかのコーナーをシリーズもので次

号以降においても連載したいと考えております

し、また協会主催の研修 。セミナーあるいは交

流プラザも最寄 りの号で予告あるいは事後報告

をできるだけ詳細に掲載する予定です。

本誌も実質的機関誌として本号がスター トを

切つたところで皆様方の率直なご意見やご要望

をいただきながら徐々に中味の濃い情報誌にし

たいと考えております。

Design News
当センターでは産業デザイン部門の設立により、県

内企業へのデザイン振興、啓蒙、指導等の事業を積極

的に行っております。 ●

Gマークについて
正円にGOOD、 DESIGN

の頭文字Gを デザイン化したもの

で、通商産業省選定グッドデザイ
ン商品にのみ使用されます。商標

権は日本商工会議所が所有し、そ

の実施権は日本産業デザイン振興

会に与えられた管理運営にあたっ

ています。Gマークは外観、機能、

品質等を含むデザインがすぐれた

商品のしるしとして、私たちの商

品選択の一つの基準になっていま

す。

Gマーク商品選定

選定基準
1.外 観…形状、色彩、模様等外観を構成

する要素が総合的に美しく構成され、か

つ、独創性のあること。

2.機 能…商品の使用目的の達成に適切な

機能性、使用上の便利性、維持及び管理

の容易性を十分具備していること。
3.品 質…適切な材料を有効に使用し、当

該商品に通常要求される品質水準を十分
に満たしていること。(商習慣上アフター

サービスを行うことが妥当と認められる

商品については、適切なアフターサービ
ス体制が確保されること。)

4.安全性…安全性について十分に考慮され
ていること。

5。 その他…量産に適し、合理的価格である
こと。

選定部門
Aレ ジャー・ホビー・ DIY部門

Bオ ーディオ・ ビジュアル部門

C日 用品部門

Dキ ッチン・食卓・家事部門

E家具・インテリア部門

F住宅設備 。エクステリア部門

Gオ フィス・店舗部門

H教育用品部門

I医療・健康・福祉部門

」情報機器部門

K産業機械部門

L輸送機器部門

M公共空間部門



日本グツドデザイン大賞 グッドデザイン中小企業商品賞

C。 日用品部門

洋はさみ アルストン27C S-27R
M:アルス刃物製造仰
D:同社 技術開発部十仰D産業デザ

イン研究所

01
60B0251 ビデオモニター

T H28-DM
M:松下電器産業仰

D:同社テレビ本部デザイン部

テクノネットワークでは今回特に中小企業

におけるデザインのあり方という面をクロー

ズアップしました。

中小企業は各種のハンディを克月Rし、「多品

種少量」時代の到来を、むしろその独自性を

活かし、大企業に伍して企業活動を展開させ

る絶好のチャンスを迎えているともいうべき

で、現に年々中小企業商品の申請が増加して

います。これはチャレンジしようとする中小

企業の強いデザイン高度化意欲と、昨年から

特別賞としてグッドデザイン中小企業商品賞

を創設されたことの効果 とが相倹つて、この

ような中小企業製品の増加として表われたも

のと考えられます。

金属顕微鏡

METALLURGI GAL MICRO
型  式 UMS― FT-1
メーカー 日本光学工業彿

用  途 金属の結晶組織の観察及び

撮影を行う

D。 キッチン・食卓 。家事部門

両手鍋 エバーウェア・味わい鍋

特深厚鍋22、 深型厚鍋22、 角型厚鍋

M:東新プレスエ業仰
D:仰エス・デイー・アイ 島崎信、

田中克昭

しかし、申請数の大巾な伸びに対し実際に

選定される率となると、大企業の32.3%に対

して、中小企業は19.3%と かなり差があるの

が現状です。これは上記のような理由でデザ

イン高度化に強い意欲があるものの、実力不

足の段階の中小企業が極めて多いためであろ

うと思われます。

当センター所有の測定器にもGマーク商品

があります。さすがに使いやすく、性能も良

いものです。

ダブルビーム分光光度計

UV――VISIBLE RECORDING
SPECTROPHOTOMETER

型  式 UV-260
メーカー 仰島津製作所

用  途 紫外・可視の波長域での比

色分析により、水中の各種

イオン・食品添加物等の微

量成分の定量 。定性分析を

行う。

参考資料

大阪府貿易局検査デザイン課、財団法人日本産業デザイン振興会、発行パンフレット。

●詳しい資料については、当センターデザイン部門にお問合せください。

範◇
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発
発
想
法

に
つ
い
て

ぃ技
術
開
発
と
企
業
戦
略
の

あ
り
方
」

①
戦
略
論

②
戦
術
論

〈
共
　
催
〉

「
ロ
ポ
ッ
ト
講
演
２
題
」

①
生
産
現
場
に
お
け
る
ロ

ボ
ッ
ト
活
用
上
の
問
題

点
と
画
像
処
理
技
術
の

導
入
に
つ
い
て

②
，れ

な
わ
の
ロ
ポ
ッ
ト

制
御
技
術
と
知
能

ロ
ボ

ッ
ト
の
開
発
状
況
に
つ

い
て

「夢
の
双
生
児
合
金
はい

ま
′
」

副
題

（形
状
記
憶
、
超
弾

性
合
金
の
開
発
状

況
に
つ
い
て
）

「宇
宙
ヘ
フ
ラ
イ
ト
す
る

新
素
材
」

副
題

（金
属
基
複
合
材
料

の
現
状
と
今
後
の

動
向
に
つ
い
て

中
川
　
悟
孝

神
戸
大
学
名
誉
教
授

元
神
戸
大
学
学
長

醐
鯨
都
試
作
研
究
所

須
田
　
　
勇

青

柳

　

　

全

ω
大
阪
府
工
業
協
会

顧
問

塔
本
　
　
博

日
立
化
成
齢

ビ
ジ
ネ

ス
リ
サ
ー
チ

取
締
役
主
幹

日
本
ア
イ
　
ビ
ー

・

エ
ム
仰
野
洲
工
場

生
産
技
術
開
発
担
当

塚
田
　
　
裕

京
都
大
学
工
学
部

Ｆ
Ａ
コ
ー
ナ
ー
担
当

渡
部
　
　
透

古
河
電
気
工
業
隙

開
発
本
部
枝
師
長

根
岸
　
　
朗

科
学
技
術
庁

航
空
宇
宙
研
究
所

総
合
研
究
官

山
中
　
龍
夫

195名 231名 94名 21名 57名

メ
カ
ト
ロ
ニ
ク

ス
応
用
技
術

管
理
者
の
た

め
の
パ
ソ
コ
ン

食
品
加
工
技

術 プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
応
用
技
術

新

素

材
利
用
技
術

６．

．

１

．

１４

１

３

・

１７

６０

。

１‐

．

・５

１

・２

６０

，

１０

，

・５

１

・０

・

３０

斃

―

・０

・
・４

60

・２０

Ｈ

３９

Ｈ

３０

Ｈ

３３

Ｈ

２．

Ｈ

２４
名

２０
名

２．
名

３６
名

２８
名

草津駅

名神高速道路

至大津

栗東インターテェ

ンター

/ 工業技術
センター

工 業 技 術 の 振 興

台

交通案内
●国鉄ご利用の場合

東海道本線草津駅下車

帝産バス「トレセン行 (東宝ラン ド経由 )」 及び「北の

山行 (六地蔵団地 )」 北の山下車徒歩 ………… 約 3分
草津駅前か らタクシー …………………i 約15分

●自憲用車御利用の場合

名神高速道路・ 栗東インターチエンジより 約 5分

民 間 経 済 6団 体

滋賀県商工会議所連台会

滋 賀 県 商 工 会 連 合 会

議賀県中小企表EI体中央会

滋 賀 県 経 営 者 協 会

滋 賞 経 済 伺 友 会

社 回 法 人 滋 賀 I業 会

滋 賀 県



二
、
運
営
委
口曇
ム
の
開
催

開

催

年

月

日

第
１
回

６０
．５
ｏ
ｌ３

第
２
回
　
６０

場
　
所

滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

小
研
修
室

滋
賀
県
商
工
労
働
会
館
６
Ｆ

第
２
会
議
室

滋
賀
県
商
工
労
働
会
館
大
会

議
室

滋
賀
県
商
工
労
働
会
館
６
Ｆ

第
２
会
議
室

四
、
技
術

。
人
的
交
流
事
業

〈
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
〉

第
３
回
　
６０

三
、
技
術
研
修
専
門
部
会
の
開
催

第
4
回

60

11

13 24     24

○
幹
事
会

・
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
実
施
要
領
と
実
施
計
画

の
検
討

・
代
表
幹
事
等
の
選
出

○
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

・
講
演

「技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
進
め
方
に
つ

い
て
い

ｏ
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
見
学

ｏ
会
議

ｏ
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

（宿
泊
研
修
）

・
グ
ル
ー
プ
別
プ
ロ
ジ
エ
ク
ト
チ
ー
ム
の
課

題
検
討
に
つ
い
て

ｏ
見
学

一
分
科
会
テ
ー
マ
の
検
討

・
工
場
見
学
会
に
つ
い
て

・
全
国
異
業
種
交
流
に
つ
い
て

●
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
登
録
カ
ル
テ
に

つ
い
て

ｏ
幹
事
会

技
術
交
流
ブ
ラ
ザ

・
講
演

「技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
琺
組
み
に
つ

い
て
」

・
排
水
の
水
処
理
に
つ
い
て
（い
石
山
製
作
所
）

・
工
場
見
学
会
（山
科
精
器
い
）

○ｏ

。 ・技
柳
妙
『
中

産ョラ周会ラ
”

理． トェ
磐
ぱ
正

発ン
．噛

・
特
許
に

つ

い

て

ｏ
幹
事
会

・
小
グ
ル
ー
プ

（分
科
会
）
の
テ
ー
マ
検
討

・
技
術
交
流
結
果
か
ら
の
研
究
テ
ー
マ
の
抽

出

（３
課
題
）

60

9

5～ 6

６０

．

１０

。

３

60

11

1

６０

．

１‐

．

・６

Ｏ
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

・
工
場
見
学
会

①
オ
イ
レ
ス
エ
業
い

②
関
西
ア
ル
ミ
い

ｏ
近
畿
プ
ロ
ッ
ク
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
結
果

報
告

●
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
つ
い
て

ｏ
会
議

ｏ
幹
事
会

●
ア
ン
ケ
ー
ト
集
計
結
果
に
基
づ
く
今
後
の

運
営
方
針
に
つ
い
て

技

術

交

流

プ

ラ
ザ

・
新

春

技

術

セ

ミ
ナ

ー

「
技
術

開
発

と
企

業

戦

略

の
あ

り
方

」

に
参

加

・
企

業

紹

介

（
松

文

産

業

仰

）

●
ア

ン
ケ

ー
ト

調

査

に

つ

い
て

ｏ
運

営

方

法

に

つ
い
て

O
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

・
工
場
見
学
会

（三
恵
工
業
い
）

ｏ
講
演

①

「多
種
少
量
生
産
シ
ス
テ
ム
」

②

「海
外
経
営
戦
略
に
つ
い
て
」

③

「生
産
管
理
の
今
後

の
方
向
」

OＯ
舞
推
側
一父
滞
騨
ノ
ラ
ザ

ｏ
今
年
度
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
総
括
に
つ
い

て
・
次

年

度

に

向

け

て

の
運

営

方

針

と

事

業

計

画

に

つ

い

て

ｏ
技
術
交
流
プ
ラ
ザ

・
奈
良
県
異
業
種
交
流
グ
ル
ー
プ
と
交
流
会

ｏ
昭
和
ω
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
技
術
交
流
プ
ラ

ザ
パ
ネ
ル
デ
イ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

（神
戸
）

（池
田
代
表
パ
ネ
ラ
ー
と
し
て
参
加
）

60

11

27～ 28

６０

．

１２

・

・４

６．

．

１

．

１．

６．

．

１

，

２５

６．

．

２

・

１２

工

業

技
術

セ

ン

タ

ー
研
修

室

同
　
　
　
右

同
　
　
　
右

同
　
　
　
右

新
素
材

・
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
専
門
部
会

昭
和

６。
年
度

の
研
修
砒
国
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
検
討

食
品
専
門
部
会

昭
莉

６。
年
度

の
研
修
き
国
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
検
討

・
パ
ソ
コ
ン
・メ
カ
ト

ロ
専
門
部
会

昭
和
ω
年
度

の
研
修
砒
国
と
カ
リ
キ

ュ
ラ
ム
の
検
討

新
素
材

・
プ
ラ
ス
テ

ン
ク
お
よ
び
パ

ソ
コ
ン

・
メ
カ
ト

ロ
合
同
部
会

昭
和

６．
年
度
の
研
修

テ
ー

マ
の
選
定

と
内
容

の
検
討

60

7

19

６０

．

８

・

３０

60

10

17
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真心 精緻

―先端技術 。未知への挑戦―

ドキュメント「ハイテク最前戦」

今 岡和 彦 (PHP研究所)

980FB

日
本
の
企
業
群
は
ハ
イ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（先
端
技

術

。
高
度
技
術
）
の
開
発
に
ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん

で
い
る
の
か
。
そ
の
ハ
イ
テ
ク
を
駆
使
し
て
ど
ん
な

商
品
を
開
発
し
て
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
―
―
本
書
は

そ
の
よ
う
な
疑
間
を
持
つ
読
者
に
あ
る
意
味
で
の
解

答
を
与
え
て
く
れ
ま
す
。

現
代
は
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
時
代
で
、
あ
ら
ゆ
る
分

野
で
そ
の
こ
と
を
抜
き
に
し
て
は
語
れ
な
く
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
本
の
中
で
は
、
日
本
の
最
先
端
を
行

く
企
業
群

一
四
社
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、

エ
レ
ク
ト

ロ
エ
ク
ス
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
メ
カ
ト
ロ
ニ

ク
ス
、
新
素
材
、
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
等
々
、
主
要
な
技

術
分
野
を
浮
き
掘
り
に
し
て
い
ま
す
。
「
ア
モ
ル
フ
ァ

ス
太
陽
電
池
」
の
開
発
動
機
と
戦
略
、
夢
の
オ
ー
デ

イ
オ
と
い
わ
れ
た

「
コ
ン
パ
ク
ト

・
デ
ィ
ス
ク
」
の

開
発
生
壌
、
精
密
さ
と
小
型
化
を
目
指
し
た
ガ
ン
治

療
の
た
め
の
「
フ
ァ
イ
バ
ー
ス
コ
ー
プ
」、
熾
烈
な
競

争
を
戦

っ
て
き
た

「ビ
デ
オ
」
業
界
、
夢
の

「電
卓
」

を
可
能
に
し
た
技
術
者
の
ゴ
ー
ル
な
き
マ
ラ
ソ
ン

…
…
全
編
に
開
発
技
術
者
た
ち
の
血
と
汗
と
涙
が
伝

わ
っ
て
く
る
よ
う
で
す
。

市
場
に
出
回
り
、
あ
っ
と
い
う
間
に
売
れ
て
行
く

ヒ
ッ
ト
商
品
の
裏
で
、
商
品
を
開
発
す
る
た
め
の
戦

略
、
技
術
的
課
題

へ
の
挑
戦
、
他
社
と
の
猛
烈
な
競

争
、
そ
し
て
完
成
し
た
時
の
充
実
感
が
如
実
に
語
ら

れ
て
い
ま
す
。　
一
つ
一
つ
の
話
を
ド
ラ
マ
と
し
て
と

ら
え
て
い
る
た
め
読
み
や
す
く
、
技
術
開
発
を
志
す

人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
管
理
者
の
方
も
大
い
に
参

考
に
な
る
で
し
ょ
う
。

昭
和
六
〇
年
度

事
業
経
週
報
告

昭
和
六
〇
年
七
月
二
九
日
に
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

が
オ
ー
プ
ン
し
、
そ
れ
と
同
時
に
設
立
さ
れ
た
工
業

技
術
振
興
協
会
の
事
業
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

協
会
の
主
た
る
業
務
は
技
術

。
人
的
交
流
、
技
術

者
養
成
、
情
報
の
収
集

・
提
供
等
で
す
が
、
本ヽ
年
度

の
事
業
内
容
を
以
下
に
報
告
し
ま
す
。

一
、
理
事
会
の
開
催

開

催

年

月

日

　

　

　

場

所

第
１
回
　
６０
．
５
●
３．
　
滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー

会
議
室

第
２
回
　
６０
．６
●
２６
　
草
津
電
機
い
会
議
室

第
３
回
　
６０
．
９
●
３
　
滋
賀
県
商
工
労
働
会
館
７
階

Ａ
会
議
室
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35円 /件
23円 /件

20円 /件

35円 /件

85円 /件

55円 /件

48円 /件

95円 /件

35日 /件
95日 /件
51円 /件
51円 /件

51円 /件

35円 /件

85円 /件

35円 /件

500円 /回
500円 /回

うOO円 /回

500日 /回

500円 /回

500円 /回

500円 /回

SOO円 /回

500円 /回

500円 /回

500円 /回

SOO円 /回

500円 /回

SOO円 /回

500円 /回

500円 /回

500円 /回

500円 /回

IO用 /件

10円 /件

10円 /件

10円 /件

10円 /件

23円 /件

10円 /件

51円 /件

30円 /件

70円 /件

10円 /件

58日 /件

26円 /件

21円 /件

21円 /件

10円 /件

10円 /件

10日 /件

200円 /分
200円 /分

200円 /分

200円 /分

200円 /分

200円 /分

240円 /分

395円 ノ分

228円 /分

200円 /分

992円 /分
33つ 円/分
340円 /分
252円 /分

27つ 円/分

384円 /分

300岡 /分

350円 /分

360円 /分

360日 /分

200円 /分
200円 /分

200円 /分
50円 /分

JICST
JCLEARINC
」TERM
JCATALOC
JMEDICINE
JPUBLIC
NK―MEDIA
TOXLINE
CANCERLIT
MESH
CASEARCH
CASNAME
BIOSIS
CAB

INSPEC
FSTA
EMBASE― I

EMBASE
MALIMET
COAL
INIS

研修ファイル

17円 /件

17日 /件

17円 /件

V円 /件
17円 /件

37円 /件

25円 /件

68円 /件

46円 /件

76円 /件

17円 /件

77円 /件

33円 /件

40円 /件

40円 /件

17日 /件

17円 /件

17円 /件

Fタ イ プAタ イ プ公 衆 回 構
手 H料 金データ

ベース名

オ フ ラ イ ン 料 金争 ォンライン

回答出力料金

(ヒ ットテャージ)

2.料金 (検索料金+通信料金)

通信料金 :車津 一 大阪間電話料金実質 (40日 /分 )
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企
業
の
活
性
化
に

技
術
情
報
の
利
用
を
＝

複
合
化

・
多
様
化
が
進
む
今
日
の
情

勢
に
企
業
と
し
て
的
確
に
対
処
す
る
た

め
に
は
、
常
に
新
し
い
情
報
を
収
集
し

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

工
業
技
術
振
興
協
会
で
は
、
必
要
な

技
術
情
報
、
特
許
情
報
を
提
供
す
る
た

め
に
、
情
報
端
末
機
を
利
用
し
た
検
索

業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

今
回
は
、
技
術
情
報

（Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
）

に
つ
い
て
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
名
、
利
用

料
金
、
検
索
実
例
を
御
紹
介
し
ま
す
。

１
■ JOiSデータベースの概要

Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｓ
で
利
用
で
き
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
、
文
献
デ
ー
タ
ベ

ー
ス
と
そ
れ
ら
の
検
索
に
補
助
的
に
使
用
す
る
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
概
要
と
特
性
は
次
の
通
り
で
す
。

SDI
RS科 学 技 術 全 般

JICST発行の「科学技術文献速判

に対応する文献情報   ヽ
JICST科学技術
文献ファイル

1975年 4月 ～現在 約50万件 /年

SDI
RS約 6万件 /年 医学・ 生 物科 学

医学関連分野の国内誌を対象とする

文献情報。

JICST国内医学
文献ファイル

1981年 4月 ～現在

日本国内の公共試験研究機関約600

機関の研究テーマ情報。 ´
RS約 3万件 /年 科 学 技 術 全 般」ICST科学技術

研究情報 ファイル
1979年   ～現在

RS約 4千件 /年 科 学 技 術 全 般
公共機関等で発行 される不定期刊行

物をデータベース化 した もの。
JICST公共資料

ファイル
1983年 4月 ～現在

RS約 3万件 /年 科 学 技 術 全 般
新技術開発に関する新聞記事情報。

日刊工業新聞に掲載さ
日刊 工 業 産 業
情報ファイル

1983年 4月 ～現在

SDI
RS化学・ 化学工業

米国化学協会(CA9発行の「 CherL

Abst.」 誌に対応する文献情報。
1977年 1月 ～現在 約46万件 /年CA SEACH化学

文献 ファイル

怒隣毛賜艦麟集鶏鉾ぜ
■マ齢憎報^

RS約16万件 /年
の

野

そと

分孵
連

毒

関
TOXLINE毒性
文献ファイル 1977年 1月 ～現在

録瑠撒諄ど鶴理をRS1979年 1月 ～現在 約36万件 /年 生物学・ 生物科学
BIOSIS生物学

文献ファイル

の

野

そ

分

と学

連

農

関

英連邦農業機関 (CAB)発行の抄録

誌 (29種)に対応する文献情軋
RS1979年 二月～現座 約16万件 /年CAB農 学文献

ファイル

RSの

野

そ

分

炭

連

石

関

国際エネルギー機関 (IEA)TISの

ЮαLA bst.」 誌に対応する文献情報(

COAL石 炭

文献ファイル
1978年 7月 ～現在 約15万件 /年

RS約 2万件 /年 食 品 科 学 誡簾甲潮al整∫IE鶏写FSTA食 品科学

技術文献 ファイル
1981年 1月 ～現在

RS約20万件 /年
物理学・ 電気工学

と そ の関連分 野

英国(INSPEC)の「Science Abst._

誌の4編に対応する文献情報。
INSPEC物 理・

電気文献 ファイル
1981年 1月 ～現在

米国連邦政府商務省内(NT19の「G

R叔剪」誌に対応する研究報告情報。
RS1981年 1月 ～現在 約 7万件 /年 自然 科学 。工学

NTIS研 究

報告 ファイル

国際原子力機関(IAEAD「 INIS

Ato蕊 ndex」誌に対応する文献情報。
RS1976年 1月

～
現在 約 0万件 /年

の

野

そと

分拗
連

原

関
INIS原 子カ

文献ファイル



今後の希望テーマ (多い順に)

① 新素材と加工

② 計測技術

③ 生産システムとFA

④ 方Π工技術

⑤ CADと 設計論

⑥メカトロニクス

⑦ 生体工学とバイオテクノロジー

19.3%

15.5

13.9

11.3

10.6

8.3

6.7

コ
■
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●h NOW
知識

UTPUT
成果

DGE

Ｄ
、
技
術
開
発
法
と
営
業
面
の
共
通
点
を
知
り

今
後
に
生
か
せ
る
。

Ｅ
、
分
り
や
す
く
理
解
で
き
た
。

Ｆ
、
先
端
技
術
の
考
え
方
を
学
ん
だ
。

Ｇ
、
入
社
六
年
に
し
て
初
め
て
こ
の
よ
う
な
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
期
待
し

Ｈ
、
第
ニ
テ
ー
マ
は
身
近
で
内
容
が
あ
っ
た
。

Ｉ
、
第

一
テ
ー
マ
は
具
体
的
で
あ
り
良
か
っ
た
。

Ｊ
、
第
ニ
テ
ー
マ
は
経
験
か
ら
の
話
で
意
義
が

あ
っ
た
。

Ｋ
、
作
る
よ
り
売
る
難
し
さ
が
理
解
で
き
た
。

Ｌ
、
自
分
の
仕
事
以
外
の
知
識
が
得
ら
れ
た
。

Ｍ
、
発
想
の
転
換
が
で
き
た
。

Ｎ
、
も
の
の
考
え
方
が
分

っ
た
。

Ｏ
、
新
技
術
の
動
向
が
つ
か
め
た
。

Ｐ
、
講
師
が
良
か
っ
た

（内
容
も
）。

図
圃
躙

Ａ
、
技
術
に
対
す
る
認
識
の
必
要
性
を
痛
感
し

た
。
現
実
問
題
と
し
て
開
発
の
考
え
方
、
計

画
方
法
と
目
的
の
関
連
性
が
重
要
で
あ
る
。

三
、
今
後
の
テ
ー
マ
設
定
に
対
す
る
分
野
希
望
に
つ

い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

１
、
加
工
技
術

（切
削
、
研
削
、
精
密
、
塑
性
、

特
殊
）

２
、
計
測
技
術

（セ
ン
サ
、
情
報
処
理
、
画
像
計

測
、
自
動
計
測
）

３
、
ト
ラ
イ
ボ
ロ
ジ
ー

（摩
擦
、
摩
耗
、
潤
滑
）

∈

４
、
メ
カ
ト
ロ
ェ
ク
ス

５
、
Ｃ
Ａ
Ｄ
と
設
計
論

（図
形
処
理
、
自
動
設
計
、

設
計
理
論
）

６
、
生
産
シ
ス
テ
ム
と
Ｆ
Ａ

（Ｆ
Ｍ
Ｓ
、
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
利
用
）

７
、
自
動
機
械

（
ロ
ボ
ッ
ト
、
自
動
組
立
、
数
値

制
御
）

８
、
新
素
材
と
加
工
（セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
、
Ｆ
Ｒ
Ｐ
Ｉ

Ｆ
Ｒ
Ｍ
）

９
、
生
体
工
学
と
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

（材
料
、

生
体
、
環
境
、
バ
イ
オ
リ
ア
ク
タ
）

１０
、
食
品
科
学
関
係

１１
、
そ
の
他

た
ヤゝ

15.5(47)

4.0

3.3 (10)

.7 8
.3 (10)

1.7(5)

%  件

6.6 (20)

8.6
6.0

■.3(34)

2.0(6)

4.3 (13)

4.3 (13)
(11)

8.3 (25)

5

5.0 (15)

10.6(32)
7.0 21

6.6 (20)

・0
9.0 (27)

9。6 (29)

6.7 (20)

10

比  率 (%)

(

13.9(42)

19.3(58)

2.4
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知
識
を
多
く
も
つ
と
、
「出
来
な
い
」
の
消
極
的
理
由

づ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
も
姿
勢
の
問
題
と
か
ら

み
よ
く
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
ぬ
。
又
、
あ
ま
り
長

す
ぎ
る

″基
礎
研
究
″
も
ダ
メ
で
あ
る
。
途
中
で
経

営
上
中
止
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
場
合
、
経
営
者
と
技

術
者
の
間
で
軋
蝶
が
生
じ
る
。
こ
ん
な
時
ど
う
す
る

か
。
研
究
所
長
だ
っ
た
私
の
経
験
か
ら
、
「止
め
ろ
」

と
い
う
よ
り
も
、
技
術
者
の
も
っ
と
興
味
を
そ
ゝ
る

別
の
テ
ー
マ
を
与
え
新
た
な
目
標
を
持
た
せ
る
と
よ

い
。さ

て
最
後
に
、
以
上
の

″落
と
し
穴
″
を
打
破
す

る
方
法
と
し
て
、
″外
に
目
を
向
け
る
こ
と
″
を
す
ゝ

め
た
い
。
不
得
手
な
分
野
は
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け

た
ヶ
、
ヨ
コ
の
つ
な
が
り
、
例
え
ば
異
業
種
交
流
な

ど
で
対
応
す
る
手
も
あ
り
ま
す
。
又
大
学
の
情
報
が

直
接
と
り
に
く
い
な
ら
公
設
の
セ
ン
タ
ー
や
試
験
研

究
所
な
ど
を
、
フ
ィ
ク
サ
ー
役
に
活
用
す
る
な
ど
、

も
っ
と
外
の
力
を
利
用
し
て
行
く
よ
う
心
が
け
る
べ

き
だ
と
考
え
る
。

一
、
本
国
参
加
さ
れ
た
あ
な
た
は

日
□
…
大
企
業

々
ヽ
Ｔ
中
小
企
業

国
囲
…
そ
の
他

翻
鶴
Ｔ
全

体

休
日
参
加
が
七
割
以
上
で
あ
り
、
休
日
は
参
加

し
易
い
状
況
と
思
わ
れ
る
。

藤

挫

韓
雅

嘉

な
事
購
学
難
穀

一

二
、
今
回
の
セ
ミ
ナ
ー
の
結
果
は
い
か
が
で
し
た
か
。

岡
田
圏

Ａ
、
方
向
性
が
示
さ
れ
、
よ
く
理
解
で
き
た
。

Ｂ
、
外
部
か
ら
の
話
で
良
い
刺
激
に
な
っ
た
。

Ｃ
、
具
体
的
で
、
将
来
の
展
望
が
開
け
た
。

Ｄ
、
第
ニ
テ
ー
マ
は
実
践
的
で
参
考
に
な
っ
た
。

Ｅ
、
実
務
に
携
わ
り
、
別
思
考
が
で
き
る
。

Ｆ
、
こ
れ
か
ら
の
技
術
の
全
体
像
が
つ
か
め
た
。

Ｇ
、
仕
事
の
中
で
生
か
せ
そ
う
だ
。

Ｈ
、
関
東
と
関
西
の
対
比

（話
ぶ
り
と
内
容
）

が
面
白
か
っ
た
。

Ｉ
、
広
い
知
識
が
得
ら
れ
た
。

Ｊ
、
新
た
な
刺
激
を
生
み
、
新
し
い
も
の
の
見

方
が
で
き
そ
う
。

Ｋ
、
良
い
仕
事
を
し
て
き
た
人
の
言
葉
は
大
変

参
考
に
な
る
。

Ｌ
、
経
験
豊
富
な
実
務
か
ら
将
来
展
望
ま
で

一

貫
性
が
あ
り
良
か
っ
た
。

Ｍ
、
広
い
知
識
が
得
ら
れ
、
視
野
が
広
が
っ
た
。

Ｎ
、
講
師
二
名
の
対
比
が
良
か
っ
た
。

Ｏ
、
分
り
や
す
く
よ
く
理
解
で
き
た
。

ヽ

Ｐ
、
今
後
の
日
本
経
済
を
担
う
開
発
の
動
向
を

幅
広
く
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

Ｑ
、
技
術
開
発
の
全
体
像
が
つ
か
め
た
。

Ａ
、
開
発
の
盲
点
、
ネ
タ
作
り
が
理
解
で
き
た
。

Ｂ
、
積
極
的
な
開
発
法
を
心
が
け
る
必
要
性
を

感
じ
た
。

Ｃ
、
体
験
の
中
か
ら
貴
重
な
指
針
が
得
ら
れ
た
。

308%(36件 )

333(39)

264(32)

20 7(22)

29 0(35)

比 率 (%)

421%(51件 )

71.0(86)

65 8 77)

25(3)

66(8)

2)

171(20)
14 5(17)

316(37)

比 率 (%)

09(1)
1,7(2)

2 6(3)
20    30    40    50    60    700    1

lo    20    30   40 50   60   700

新
春
技
術
セ
ミ
ナ
ー
ア
ン
ケ
ー
ト
よ
り
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E

″応
用
型
″
か
ら

″創
造
型
″

ヘ
ｌ
ｌ
一局
付
加
価

値
の
技
術
開
発
を
目
ざ
す
時

こ
れ
か
ら
の
技
術
開
発
の
方
向
で
あ
る
が
大
別
し

て

「創
造
型
」
と

「高
度
複
合
型
」
と
に
分
け
る
こ

と
が
で
き
る
。
従
来
の
技
術
開
発
は

「応
用
技
術
」

の
開
発
が
主
で
あ
り
、
こ
れ
だ
け
で
は
、
す
で
に
充

足
し
て
い
る
製
品
や
商
品
を
押
し
の
け
る
魅
力
的
な

実
用
的
で
付
加
価
値
の
高
い
技
術
は
開
発
出
来
な
い
。

以
下
に
技
術
開
発
の
タ
イ
プ
を
図
示
す
る
。

中
堅

。
中
小
企
業
の
技
術
戦
略
を
み
て
い
る
と
、

ど
う
も
視
野
が
狭
い
と
感
じ
る
。
自
社
の
専
業
以
外

の
分
野
に
も
目
を
向
け
て
ほ
し
い
。
日
刊
工
業
や
日

本
工
業
な
ど
の
技
術
紙
を
丹
念
に
読
ん
で
ほ
し
い
。

そ
こ
に
は
毎
日
、
あ
り
と
あ
ら
ゆ
る
業
界
、
業
種

の
技
術
や
戦
略
が
集
約
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
何

を
読
み
取
る
か
で
あ
る
。
数
多
く
の
技
術
開
発
の
根

に
あ
る
消
費
者
や
企
業
の
不
満
と
ニ
ー
ズ
。
そ
れ
ら

／
／
ヽ
＼

へ
の
感
受
性
を
身
に
つ
け
て
ほ
し
い
。
こ
れ
を
先
ず

実
行
し
て
ほ
し
い
。
こ
れ
が
よ
り
広

い
視
野
で
、
″
ハ

ー
ド
充
足
の
時
代
″
に
生
き
ぬ
く
付
加
価
値
の
高

い

技
術
開
発

へ
の
第

一
歩
で
あ
る
こ
と
を
確
認
し
て
お

き
た
い
。

躙

躙

園

圏

圏

園

″売
れ
る
技
術
、
儲
か
る
技
術
の
違
い
″

「連
続
ヒ
ッ
ト
」
を
打
て
る
企
業
に
―
―

人
と
費
用
を
か
け
て
開
発
し
た
技
術
は
今
度
は
ビ

ジ
ネ
ス
と
し
て
成
り
立
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
た

だ
し
最
近
は
、
″売
れ
る
技
術
″
が
必
ず
し
も

″儲
か

る
技
術
″
で
は
な
い
。
先
ず
売
れ
る
技
術
の
条
件
は

一
、
品
物
が
よ
い
―

″
ハ
ー
ド
充
足
の
時
代
″
を
か

き
わ
け
、
買
い
手
の
共
感
、
欲
求
を
呼
ぶ
優
れ
た

商
品

二
、
夢
が
あ
る
―
使
い
方
、
使
う
人
に
よ
っ
て
さ
ま

ざ
ま
な
価
値
を
生
む
可
能
性
が
あ
る
。

三
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が
よ
い
―
使
い
手
の
要
望
、
欲
求

に
対
し
て
タ
イ
ム
リ
ー
に
登
場
す
る
。

で
は

″儲
か
る
技
術
″
は
ど
こ
が
違
う
の
か
。
そ

れ
は
こ
の

″売
れ
る
技
術
″
を
連
続
し
て
開
発
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。　
一
発
勝
負
で
な
く
開
発
し
た
技
術

を
も
と
に
、
″技
術
が
技
術
を
生
む
″
式
に
連
続
ヒ
ッ

ト
を
打
て
る
と
い
う
こ
と
。
も
う

一
つ
は
、
研
究

・

開
発
の
テ
ー
マ
に
誤
り
は
な
い
か
と
い
う
点
。
開
発

し
て
儲
か
る
も
と
の
取
れ
る
技
術
で
あ
る
か
。
た
と

え
ば
あ
れ
だ
け
騒
が
れ
た
Ｉ
Ｃ
で
す
ら
、
そ
れ
に
代

わ
る
新
素
材
が
あ
ら
わ
れ
た
ら
と
た
ん
に
価
値
を
失

っ
て
し
ま
う
時
代
で
あ
る
。
価
値
感
、
欲
求
の
変
化

を
読
み
き
っ
た
テ
ー
マ
の
設
定
が
な
け
れ
ば
儲
か
る

技
術
と
は
い
え
な
い
。

″技
術
開
発
の
落
と
し
穴
″
を
超
え
て
、
外
部
の

力
を
活
用
す
る
手
を
考
え
よ
―
―

高
度
情
報
社
会
と
い
わ
れ
る

一
方
で
、
誤

っ
た
情

報
、
偽
り
の
情
報
も
又
ふ
え
て
い
る
。
た
と
え
ば
或

る
経
営
者
が
新
聞
社
を
た
ず
ね
影
も
形
も
な
い
新
技

術
の
情
報
を
流
し
た
と
す
る
。
「〇
年
○
月
実
用
化
す

る
メ
ド
で
あ
る
」
と
。
ラ
イ
バ
ル
会
社
が
び

っ
く
り

し
て
何
か
行
動
を
起
ｔ
す
か
も
知
れ
な
い
。
「
も
う
そ

こ
ま
で
行

っ
て
い
る
の
か
」
と
開
発
研
究
を
中
止
す

る
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
逆
も
十
分
に
あ
り
う
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
又
商
品
の
も
つ
情
報

（機
能

・

性
能

・
特
長
）
に
も
誤
り
や
偽
り
が
数
多
く
あ
る
。

又

″文
献
を
過
言
す
る
″
こ
と
も
落
と
し
穴
の

一
つ

で
あ
る
。
研
究
書
ば
か
り
読
ん
で
そ
れ
を
う
の
み
に

す
る
だ
け
で
は
何
も
生
ま
れ
な
い
。
実
験
し
た
方
が

早
い
と
い
う
場
合
も
多
い
の
で
あ
る
。
又
こ
う
し
た

〈技術開発のタイの
①従来

(応用型 )

②創造型
ミ
xミ __.倉U造 D

基 礎 研 究    Di開 発

発

秀  
品

③高度複合型
すでにある技術を他分野、他業種
の技術と複合させる。又はその製
品に応用する。
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精緻也
ま亘
（

新
春
技
術
セ
ミ
ナ
ー
開
か
る

１

一
月
二
五
日
・セ
ン
タ
ー
大
研
修
室
に
県
下
技
術
者
、

イ　
　
　
　
　
技
術
管
理
者
な
ど
二
三

一
名
が
集
う
―

テ
ー
マ
と
講
師

「技
術
開
発
と
企
業
戦
略
の
あ
り
方
」

〈戦
略
論
〉

株
式
会
社
日
立
化
成
ビ
ジ
ネ
ス
リ
サ
ー
チ
取
締
役

主
幹

≧
目
柳

全

氏

〈戦
術
萎）

前
大
阪
府
立
工
業
技
術
研
究
所
所
長
、
社
団
法
人

大
阪
府
工
業
協
会
技
術
顧
聞

・
塔
本
　
博

氏

講
演
内
容
の
要
約

″
ハ
ー
ド
充
足
″
の
時
代
―
―
画
期
的
な
新
技
術

し
か
売
れ
な
い

現
在
日
本
経
済
の
規
模
は
三

一
〇
兆
円
。
ア
メ
リ

カ
経
済
の
約
四
〇
％
、
世
界
経
済
の

一
二
％
を
占
め

る
ま
で
に
成
長
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
昨
年
の
例
を
み

る
と
、
輸
入
額
二
八
兆
円
に
対
し
、
輸
出
額
は
三
八

兆
円
。　
一
〇
兆
円
の
輸
出
超
過
で
あ
る
。
こ
の

一
〇

兆
円
が
、
日
本
経
済
成
長
率
四
・五
％
の
う
ち
、
三
・

三
％
に
あ
た
る
と
い
う
恐
る
べ
き
事
実
が
あ
る
。

つ
ま
り
輸
出
が
な
け
れ
ば
成
長
率
は

一
二
一％
。
国

内
企
業
の
倒
産
件
数
は
お
そ
ら
く

一
〇
倍
に
な
っ
て

い
た
で
あ
ろ
う
。
内
需
の
拡
大
が
最
も
手
早
い
方
法

な
の
だ
が
、
こ
れ
が
い
っ
こ
う
に
伸
び
な
い
。
何
故

か
。
所
得
が
多
少
増
え
た
ぐ
ら
い
で
は
消
費
に
は
ね

か
え
ら
な
い
。
そ
の
最
大
の
原
因
は
、
現
在
が

″
ハ

ー
ド
充
足
″
の
時
代
だ
か
ら
。
家
の
中
を
見
回
し
て

も
冷
蔵
庫
は
買
い
替
え
た
ば
か
り
。
中
に
食
べ
き
れ

な
い
ば
か
り
の
食
品
。
タ
ン
ス
も
満
パ
イ
…
。
お
ま

け
に
製
品
は
頑
丈
で
壊
れ
に
く
く
買
い
替
え
需
要
が

減
り
、
物
が
売
れ
な
い
―
悪
循
環
。
そ
ん
な
中
で
爆

発
的
に
売
れ
て
い
る
商
品
が
あ
る
。
Ｃ
Ｄ

（
コ
ン
パ

ク
ト
デ
ィ
ス
ク
プ
レ
ー
ヤ
ー
）
で
あ
る
が
こ
の
売
れ

具
合
は
ど
う
か
。

昭
和
五
九
年
度
七
八
万
台
、
昭
和
六
〇
年
度
三
二

〇
万
台
、
昭
和
六

一
年
度
は
な
ん
と
七
〇
〇
万
台
が

見
込
ま
れ
る
。
こ
れ
は
も
は
や
従
来
の
Ｌ
Ｐ
プ
レ
ー

ヤ
ー
の
改
良
品
で
は
な
く
格
段
に
す
ぐ
れ
た
新
技

術

。
新
商
品
そ
の
も
の
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

格
段
に
す
ぐ
れ
た
技
術
、
画
期
的
な
新
技
術
を
生
み

出
せ
る
か
ど
う
か
―
が

″
ハ
ー
ド
充
足
時
代
″
を
切

り
拓
く
カ
ギ
と
い
え
よ
う
。

急
成
長
す
る
先
端
技
術
市
場
―
―

″
一
〇
年
後
百

兆
円
″
に
ど
う
か
ゝ
わ
る
か

仮
に
、
年
間
売
上
高
を
現
在
の
二

一
〇
兆
円
、
経

済
成
長
率
を
低
く
見
積

っ
て
三
％
と
す
る
。
こ
の
計

算
で
い
く
と
年
間
約

一
〇
兆
円
。
今
後

一
〇
年
間
で

少
な
く
と
も
百
兆
円
は
伸
び
る
。
こ
の

一
〇
年
間
百

兆
円
の
市
場
に
あ
な
た
の
企
業
は
ど
う
か
ゝ
わ
っ
て

い
く
か
。
こ
の
市
場
分
野
の
大
半
は
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
な
ど
の
先
端
技
術
産
業
で

形
成
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
こ
と
は
目
に
み
え
て
い
る
。

自
社
の
規
模

・
体
質

・
得
意
部
分
が

一
体
ど
の
分
野

に
適
し
て
い
る
の
か
慎
重
に
見
き
わ
め
る
こ
と
が
大

切
で
あ
る
。
そ
こ
で
こ
の
先
端
技
術
分
野
を
分
類
す

る
と
、
お
お
む
ね
次
の
五
つ
と
な
ろ
う
。

一
、
オ
プ
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
を
含
む
先
端
エ
レ

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
技
術
―
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
と
そ

の
関
連
産
業
は
昭
和
六
〇
年
現
在

一
九
兆
円
の
産

業
規
模
を
誇
る
。

二
、
代
替
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
技
術
、
資

源
技
術
―

「次
世
代
先
端
技
術
」
と
い
う
べ
き
分

野
で
開
発
に
二
〇
年
、
三
〇
年
を
要
す
る
だ
ろ
う
。

三
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
バ
イ
オ
マ
ス
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
ー
高
齢
化
社
会
、
ガ
ン
撲
滅
、
遺

伝
子
組
替
技
術
な
ど
人
間
と
最
も
深
く
か
ゝ
わ
る

分
野
で
あ
る
。

四
、
新
素
材
技
術
―
―
戦
後
実
用
化
さ
れ
た
新
素
材

は
五
〇
万
種
と
い
わ
れ
る
。

五
、
宇
宙
、
航
空
、
海
洋
、
新
交
通
技
術



精 密 機 器 用
金属材料の熱処理技術

白眉です。
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金属系新素材加工技術
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Ｆ
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食 品 加 工 技 術

て
で
存
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い
野
保
学

つ
分
燥
く

に
各
乾
し

遷

結ヽ
詳

変
在
凍
を

の
現
く

，

術

術ヽ
等

技
て
技
存

存

い
存
保

保
続
保
壊

る

。
品
充

け
す
食

ス

お
ま
る
ガ

に
し
い

ヽ

業
習
て
存

工
学
れ
保

品
に
さ
理

食
頭
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冒
実
熱
ます

2062ノ//2 18

20
10^Vll
61//′

に哲蚕ぞ夕害2戻9〒夢せ1房含誦ぢ三霊鰹

算魯暑撞ヨ巨打喜髭葦菖幕耕諺三ξ:毒壱墓
3310 〃

新 素 材 利 用 技 術
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／
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案

瓢
‐”２鰤
縦
内

21

時 間

6

日

h NOWLEDGE
知識

UTPUT
成果

∈
プラスチ ック応用技術

プラスチック成形加工技術

61年度技術研修計画

。研修カリキュラムと日程については後日定めます。
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情
報
化
時
代
に
お
け
る
新
し
い
交
流
の
あ
り
え
と

し
て
、
中
小
企
業
経
営
者
の
関
心
が
異
業
種
技
術
交

流
プ
ラ
ザ
に
寄
せ
ら
れ
る
の
は
何
故
か
、
そ
の
秘
密

を
探
る
た
め
に
も
、　
一
寸
の
ぞ
い
て
み
て
も
悪
く
は

な
い
で
し
ょ
う
。

評
の
う
ち
に

技
術
研
修
終
わ
る
／

昨
年
九
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
工
業
技
術
振
興
協
会

の
技
術
研
修
も
、
皆
様
の
力
強
い
御
協
力
の
も
と
に

「
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
応
用
技
術
」
コ
ー
ス
で
全
コ
ー

ス
を
終
講
い
た
し
ま
し
た
。

今
ま
で
実
施
し
た
五
つ
の
講
座
は
、
い
ず
れ
も
講

師
陣
に
産

。
学

・
官
界
か
ら
著
名
な
方
々
を
お
招
き

し
、
ま
た
協
会
の
モ
ッ
ト
ー
で
も
あ
り
ま
す

「人
と

人
と
の
つ
な
が
り
」
に
重
き
を
お
い
た
運
営
方
法
等

に
よ
り
、
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

六

一
年
度
は
、
さ
ら
に
内
容
の
充
実
を
図
る
と
と

も
に
新
規
性
の
あ
る
技
術
研
修
に
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
御
支
援
下
さ
い
。

技
術
研
修
を
受
講
し
て

（受
講
生
感
想
文
よ
り
）

一
、
新
素
材
利
用
技
術
コ
ー
ス

積
水
化
学
工
業
い
滋
賀
栗
東
工
場
　
伊
藤
重
幸
さ
ん

分
野
的
に
異
な
っ
て
い
た
面
も
あ
り
ま
し
た
が
、

内
容
が
分
か
り
や
す
く
て
良
か
っ
た
。
た
だ
、
仕
事

の
関
係
か
ら
週
に
三
日
は
き
つ
か
っ
た
よ
う
に
思
い

ま
す
。
今
後
は
、
全
体
的
な
内
容
を
つ
か
む
講
座
と

個
々
の
テ
ー
マ
を
詳
し
く
学
ぶ
講
座
を
シ
リ
ー
ズ
も

の
で
回
数
を
重
ね
て
い
た
だ
き
た
い
。
ま
た
、
個
人

が
テ
ー
マ
を
持
ち
寄

っ
て
の
実
習
も
興
味
が
あ
る
よ

う
に
感
じ
ま
し
た
。

二
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
応
用
技
術
コ
ー
ス

シ
ー
ア
イ
化
成
榊
滋
賀
工
場
　
材
木
和
夫
さ
ん

講
義
内
容
が
開
発
の
先
端
分
野
に
わ
た
り
、
非
常

に
充
実
し
た
内
容
で
し
た
。
ま
た
、
先
生
方
の
研
究

へ
の
熱
意
が
多
々
感
じ
ら
れ
、
内
容
的
に
難
し
か
っ

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
得
る
事
の
大
き
か
っ
た

一
〇
日

間
で
し
た
。
現
在
の
自
分
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
は
少

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
先
端
材
料
と
汎
用
品
の
関
係

が
つ
か
む
こ
と
が
で
き
今
後
に
生
か
せ
た
ら
と
念
願

し
て
い
ま
す
。

三
、
食
品
加
工
技
術
コ
ー
ス

い
比
叡
ゆ
ば
本
舗
ゆ
ば
八
　
井
口
友
数
さ
ん

今
回
の
研
修
を
受
講
し
、
大
変
自
分
自
身
の
勉
強

に
な
っ
た
と
同
時
に
、
教
え
て
い
た
だ
い
た
加
工
応

用
技
術
を
正
夫
す
る
こ
と
で
今
後
の
日
常
業
務
の
改

善
に
役
立
て
そ
う
で
す
。
夜
間
中
心
の
し
ん
ど
い
学

習
で
し
た
が
修
了
し
て
み
る
と
早
く
過
ぎ
た
感
が
し

ま
す
。
体
験
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
は
商
品
管

理
の
苦
労
話
が
聞
け
て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
今

後
も
こ
の
よ
う
な
企
画
を
取
り
上
げ
て
い
た
だ
く
こ

と
を
期
待
し
ま
す
。

四
、
管
理
者
の
た
め
の
パ
ソ
コ
ン
コ
ー
ス

ユ
ニ
プ
ラ
ス
機
械
い
　
北
川
武
彦
さ
ん

時
代
に
応
じ
た
企
業
の
あ
り
方
、
特
に
管
理
者
の

た
め
の
知
識
習
得
の
必
要
性
は
常
々
感
じ
て
い
た
の

で
時
宜
を
得
た
と
受
講
し
ま
し
た
「
四
〇
才
を
過
ぎ

た
我
々
の
陳
腐
化
し
た
頭
を
、
時
代
の
要
求
に
適
し

た
研
修
計
画
で
受
講
で
き
大
変
有
意
義
で
あ
っ
た
と

喜
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
内
容
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
学
習
す
る
意
欲
と
い
う
も
の
を
研
修

を
通
じ
て
体
得
し
た
こ
と
は
貴
重
で
あ
っ
た
と
思
い

ま
す
。
今
後
も
企
業
の
発
展
と
共
に
自
己
啓
発
を
促

進
さ
せ
、
新
し
い
時
代
と
共
に
Ｔ
Ａ
Ｋ
Ｅ

・
Ｏ
Ｆ
Ｆ

し
て
い
き
た
い
と
念
願
し
て
い
ま
す
。
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″六
〇
年
度
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
に

参
加
し
て
″

ｏ
最
初
の
と
ま
ど
い

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
に
参
加
し
た
当
初
、
メ
ン
バ
ー

の
人
達
の
大
部
分
は
、　
一
体
何
を
す
る
会
な
の
だ
と

か
な
り
の
と
ま
ど
い
が
あ
っ
た
よ
う
で
す
。

い
わ
く
、
「異
種
技
術
を
組
み
合
せ
た
か
ら
と
い
っ

て
簡
単
に
製
品
開
発
が
で
き
る
は
ず
は
な
い
」
、
「本

音
で
話
し
合
う
よ
う
に
な
る
ま
で
に
数
年
は
か
か
る

の
で
は
」
、
「早
く
成
果
を
得
た
い
の
で
、
良
い
取
引

相
手
を
求
め
た
い
」
等
々
、
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
が
渦

巻
い
た
も
の
で
す
。

毎
月

一
回
の
会
合
で
、
成
果
そ
の
も
の
を
期
待
す

る
の
は
無
理
と
い
う
考
え
が
、
底
流
に
渦
巻
い
て
い

た
の
は
否
定
し
得
な
い
事
実
で
あ
り
ま
す
。

他
県
の
工
場
見
学
、
合
宿
研
修
、
会
員
企
業
の
エ

場
見
学
と
技
術
開
発
の
苦
心
談
等
の
交
流
が
進
み
、

「
や
ぁ
、
や
ぁ
」
と
軽
く
挨
拶
を
交
し
会
話
が
始
め

ら
れ
る
ま
で
に
親
し
く
な
っ
て
き
た
の
は
、
誰
し
も

認
め
る
と
こ
ろ
で
す
。

‘

＼

ｏ
中
小
企
業
の
悩
み

と
こ
ろ
で
中
小
企
業
の
経
営
者
は

「限
り
の
な
い

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
要
請
」、
「経
営
の
将
来
展
望
の
開
け

な
い
苦
し
さ
」
、
「従
業
員
対
策
の
難
し
さ
」
、
「
人
材

確
保
難
」
等
に
日
夜
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
す
が
、
そ

れ
を
打
明
け
、
相
談
す
る
相
手
に
恵
ま
れ
て
い
ま
せ

ん
。毎

日
の
業
務
に
追
わ
れ
、
交
際
の
範
囲
が
限
ら
れ
、

そ
れ
が
視
野
を
限
定
す
る
作
用
を
し
て
い
る
の
で
す
。

信
頼
で
き
る
相
手
や
悩
み
を
素
直
に
話
し
合
う
場

が
で
き
る
こ
と
を
願
わ
な
い
経
営
者
は
少
い
は
ず
で

す
。
今
ま
で
に
経
験
し
て
い
る
同
業
者
の
集
り
で
は
、

互
い
に
腹
の
探
り
合
い
に
終

っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
問
題
を
異
業
種
の
経
営
者
の
集
ま
り
の

場
で
あ
る
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
に
解
決
の
道
を
見
つ
け

出
す
こ
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
か
。

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
工
場
進
出
に
よ
り
本
県
に

立
地
し
て
い
る
中
堅
企
業
も
参
加
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
交
流
の
場
で
な
い
限
り
接
触
で
き
難
い
企
業

と
の
交
流
も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
進
出
企
業
の
方
で
も
地
元
の
信
頼
で
き
る

企
業
と
の
交
流
を
望
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
潜
在

的
欲
求
は
決
し
て
少
く
な
い
は
ず
で
あ
り
、
技
術
交

流
プ
ラ
ザ
と
い
う
漠
然
と
し
た
会
合
の
中
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
新
し
い
組
み
合
わ
せ
が
芽
ば
え
て
い
ま
す
。

●
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
効
用

技
術
交
流
プ
ラ
ザ
は
ほ
ぼ
毎
月

一
回
の
会
合
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
会
員
企
業
の
紹
介
、

製
品
の
Ｐ
Ｒ
、
技
術
開
発
の
苦
心
談
等
を
互
い
に
語

り
、
会
員
企
業
の
い
く
つ
か
の
工
場
を
順
次
見
学
し
、

個
別
の
交
際
の
簸
囲
で
は
体
験
で
き
な
い
よ
う
な
こ

と
が
体
験
で
き
ま
す
。

そ
の
い
く
つ
か
の
例
を
み
ま
す
と
、
①
生
産
技
術

の
進
ん
だ
例
に
感
銘
し
、
指
導
を
申
し
入
れ
、
こ
れ

ら
の
企
業
の
間
で
勉
強
会
が
持
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
②
経
営
者
同
士
意
気
投
合
し
、
何
か
と
相
談
が

日
常
的
に
交
さ
れ
、
経
営
改
善
に
役
立

っ
て
い
る
。

③
工
場
見
学
時
に
指
摘
さ
れ
た
事
項
が
非
常
に
参
考

に
な
っ
た
。
④
優
れ
た
加
工
技
術
の
あ
る
こ
と
が
判

り
、
新
し
く
取
引
が
開
始
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

⑤
さ
ま
ざ
ま
な
技
術
や
考
え
方
の
異
な
る
経
営
者
に

接
し
、
強
い
刺
激
を
受
け
、
発
奮
の
種
に
な
っ
た
、

等
々
で
す
。

こ
の
よ
う
に
、
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
で
は
、
そ
れ
ぞ

れ
自
企
業
に
役
立
つ
技
術
や
考
え
方
を
互
い
に
利
用

し
合
う
こ
と
が
狙
い
に
な
っ
て
い
ま
す
。
利
用
を
全

く
し
て
い
な
い
企
業
も
あ
れ
ば
、
上
手
に
利
用
し
合

っ
て
い
る
例
も
あ
っ
て
、
そ
こ
に
は
何
の
東
縛
も
な

く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
選
択
に
任
さ
れ
て
い
ま
す
。

例
会
の
運
営
も
会
員
の
意
見
を
尊
重
し
合
い
、
参

加
し
や
す
い
よ
う
に
す
る
等
、
あ
く
ま
で
も
会
員
が

主
体
者
と
い
う
考
え
に
基
づ
い
て
運
営
さ
れ
て
い
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
は
実
に
お
お

ら
か
な
会
で
あ
っ
て
、
他
に

一
寸
見
ら
れ
な
い
雰
囲

気
と
い
う
の
が
会
員
か
ら
漏
れ
て
い
る
感
想
で
あ
り

ま
す
。

助 言 者

技 術 士

新 庄 秀 光
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な
い
で
し
ょ
う
。
だ
か
ら
学
歴
優
秀
な
サ
ラ
リ
ー
マ

ン
を
沢
山
抱
え
な
が
ら
、
学
歴
偏
重
の
お
と
し
穴
に

は
ま
っ
た
り
す
る
傾
向
が
ま
だ
残

っ
て
お
り
ま
す
。

企
業
の
中
か
ら
創
造
的
な
製
品
が
生
れ
難
い
か
ら
、

日
本
は
創
造
性
に
弱
い
と
批
判
さ
れ
る
の
か
も
知
れ

ま
せ
ん
。
会
社
の
た
め
に
創
造
す
る
の
で
な
く
自
分

自
身
の
た
め
に
創
造
す
る
の
だ
と
考
え
て
は
如
何
で

し
ょ
う
か
。
明
治
時
代
か
ら
の
教
育
の
せ
い
か
も
知

れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
た
め
と
言
う
こ
と
よ
り
、
社

会
の
た
め
、
国
家
の
た
め
仕
事
せ
よ
と
言
う
風
潮
が
、

間
違
え
ら
れ
て
個
人
を
殺
し
て
来
た
の
か
も
知
れ
ま

せ
ん
。
そ
の
結
果
、
個
人
の
発
想
や
、
金
儲
け
も
う

と
ん
じ
ら
れ
て
参
り
ま
し
た
。

今
の
時
代
は
、
個
人
の
創
造
性
を
フ
ル
に
発
揮
し

て
ど
ん
欲
に
儲
け
て
行
か
な
け
れ
ば
生
き
残
る
こ
と

は
出
来
ま
せ
ん
。
そ
れ
は
個
人
の
利
益
に
と
ゞ
ま
ら

ず
会
社
の
繁
栄
に
結
び
つ
く
と
同
時
に
地
域
社
会
に

貢
献
す
る
こ
と
に
な
る
筈
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
、

顧
客
の
エ
ー
ズ
は
何
か
、
将
来
ど
う
い
う
物
が
要
求

さ
れ
る
か
、
先
々
ま
で
見
通
す
能
力
が
肝
要
で
す
。

幸
い
滋
賀
県
は
、
近
江
商
人
の
発
祥
の
土
地
柄
で
あ

り
ま
す
か
ら
過
去
の
成
功
さ
れ
た
商
人
の
先
見
性
、

実
行
力
、
あ
る
い
は
経
営
方
法
等
を
生
き
た
テ
キ
ス

ト
と
し
て
勉
強
し
て
見
た
い
と
思
い
ま
す
。
な
ぜ
な

ら
時
代
が
急
速
に
移
り
か
わ
る
と
は
い
っ
て
も
そ
の

人
物
を
通
し
て
流
れ
て
い
る
優
秀
な
創
造
力
と
伝
統

は
今
も
脈
々
と
滋
賀
県
人
の
経
営
者
の
方
々
に
は
流

れ
伝
わ
っ
て
い
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
で
す
。　
一

層
の
御
鞭
撻
を
お
願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

な
お
、
滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
は
総
合
的
に

公
設
試
験
研
究
機
関
と
し
て
全
国
で
十
九
番
目
に
設

置
さ
れ
た
と
聞
い
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の
分
試
験
、

研
究
、
指
導
と
い
っ
た
ハ
ー
ド
面
は
セ
ン
タ
ー
で
、

人
材
育
成
、
技
術
交
流
、
情
報
提
供
と
い
っ
た
ソ
フ

ト
面
は
工
業
技
術
振
興
協
会
で
こ
れ
を
両
者

一
体
に

行
う
と
い
っ
た
運
営
上
の
工
夫
も
こ
ら
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
既
に
蓄
積
し
て
お
ら
れ
る
先
輩
、
公
設
試

験
研
究
機
関
か
ら
の
技
術
情
報
も
効
率
的
に
集
め
、

こ
れ
ら
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
吸
収
し
、
早
い
時
期
に
先
輩

を
追
い
つ
き
追
い
越
し
て
行
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

滋
賀
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
な
ら
び
に
滋
賀
県
工

業
技
術
振
興
協
会
の
今
後
の
御
活
躍
を
心
か
ら
期
待

し
て
止
み
ま
せ
ん
。

ヽ

ド

中

全
日
意
識

カ
ウ

ン
セ
リ

ン
グ

設
　
備

自
由
性

命
待
監
督
せ
ぬ

相
互
信
頼

気
持
ち
の
切
り
換
え

開
放
的
で
明
朗

物
事
に
こ
だ
わ
ら
ぬ

仕
事

の
趣
味
の

一
致

い
理
想

信
念

・
執
念

技
術
　
生
産
の
能
力

会
社
の
規
模

・
製
品

長
期
経
営
計
画

会
社
の
生
い
た
ち

経
営
の
理
念

企
業
の
実
態
を
認
識

アイデアのしくみ (発 明Vo1 78,No 3,(1981),p.33)

ひらめき

明
デア )

発
(ア イ

潜在意識法

同方向気分転換法

パ ラレル思考法

自己管理

その他の思考法

熱 中

猛烈な追求力

即刻に着手
パラレル行動

失敗を恐れぬ

あきらめの決断

SDSのシンやレ

新製品の知識
メカニズム

実験の要領

試作の要領
科学知識

工業所有権法

新技術 レベ ル

先制特許

新製品 と特許

公報の見方

出願の要領

経
営
者
感
常

ア
イ
デ
ア
　

エ
ン
ジ
エ
ア
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滋
賀
県
工
業
技
術
振
興
協
会
の

今
後
の
施
策
に
期
待
し
て

で
は
管
理
者
が
気
を
つ
け
て
い
な
い
と
個
人
の
創
造

性
を
無
視
し
、
押
え
つ
け
て
駄
目
に
し
て
し
ま
い
か

ね
な
い
傾
向
が
あ
る
か
ら
で
す
。
創
造
性
は
個
人
が

中
心
と
な
っ
て
生
れ
て
来
る
も
の
だ
か
ら
、
そ
の
発

想
が
採
用
さ
れ
な
い
場
合
に
は
企
業
か
ら
ス
ピ
ン
オ

フ
し
て
自
分
で
小
さ
い
会
社
を
作

っ
て
で
も
出
発
し

実
行
し
て
行
く
ケ
ー
ス
を
良
く
見
受
け
ま
す
。
す
な

わ
ち
今
は
や
り
の
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ
ジ
ネ
ス
の
誕
生
で

あ
り
ま
す
。
だ
か
ら
個
人
を
も
っ
と
認
め
て
行
く
と

言
う
思
想
が
技
術
社
会
に
育
成
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
特
に
中
小
企
業
に
お
い
て
は
、
新
製
品
の

開
発
を
も
っ
て
生
き
残
り
策
を
図

っ
て
行
か
ね
ば
な

ら
な
い
時
代
で
す
か
ら
、
技
術
者
も
個
人
の
創
造
性

を
発
揮
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
創

造
は
、
中
小
企
業
の
方
が
大
企
業
よ
り
も
機
動
性
、

柔
軟
性
に
富
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
成
功
し
易
い

一
面

が
あ
る
し
、
大
都
会
も
、
地
域
社
会
も
同
じ
条
件
に

あ
る
と
思
っ
て
下
さ
い
・。

当
滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
の
使
命
と
し
て
も
、

時
代
の
要
求
に
沿
っ
て
行
く
た
め
に
は
、
今
ま
で
申

し
ま
し
た
創
造
性

（ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
技
術
）
を
如
何

に
発
揮
し
て
行
く
か
の
問
題
点
を
考
え
ね
ば
な
り
ま

せ
ん
。
個
人
あ
る
い
は
中
小
企
業
の
中
で
創
造
的
ア

イ
デ
ア
の
提
案
が
あ
っ
た
時
、
表
彰
制
度
を
作
り
表

彰
す
る
な
ど
個
人
の
や
り
甲
斐
を
伸
ば
す
よ
う
皆
で

応
援
し
て
や
っ
て
下
さ
い
。
と
か
く
個
人
の
優
秀
性

を
の
び
の
ぴ
と
育
成
し
よ
う
と
す
る
雰
囲
気
は
大
組

織
の
中
で
特
に
む
ず
か
し
い
こ
と
は
認
め
ざ
る
を
得

みヲ、い基b述ス｀

こ
の
機
会
に
日
頃
思
っ
て
い
る
こ
と
の

一
端
を
申

し
上
げ
、
ご
参
考
に
供
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

昨
今
各
界
に
お
い
て
、
知
恵
の
価
値
を
も
っ
て
産

業
を
興
し
、
社
会
を
リ
ー
ド
し
て
行
く
と
言
う
時
代

に
移
行
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。
つ
ま
リ
ハ
ー
ド
を
利
用

す
る
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
を
如
何
に
し
て
創
造
し
て
行
く

か
ゞ
問
わ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。

現
代
社
会
の
中
で
、
大
企
業
的
な
大
量
生
産
お
よ

び
大
量
販
売
を
必
要
と
す
る
ス
テ
ッ
プ
は
工
業
社
会

に
は
必
要
な
こ
と
で
あ
り
、
こ
れ
が
大
都
会
を
中
心

に
発
達
し
て
来
た
の
は
当
り
ま
え
の
こ
と
で
す
。
大

量
生
産
に
は
多
額
の
設
備
、
資
金
を
必
要
と
し
ま
す

し
、
販
売
に
は
大
組
織
お
よ
び
多
数
の
管
理
者
な
ら

び
に
労
働
力
を
集
め
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
、
こ
れ
か
ら
は
大
都
会
だ
け
で
な
く
滋
賀

県
な
ど
の
よ
う
な
地
域
で
の
付
加
価
値
の
高
い
生
産

活
動
が
歓
辺
さ
れ
る
時
代
に
移
行
さ
れ
る
よ
う
に
思C

滋
賀
県
技
術
交
流
プ
ラ
ザ
代
表
幹
事

山
科
精
器
俯
社
長
　
池
　
田
　
　
肇

え
て
な
り
ま
せ
ん
。
何
故
な
ら
、
最
近
特
に
消
費
者

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
が
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
生
産
も

大
量
生
産
よ
り
も
、ヽ
多
品
種
少
量
生
産
が

一
般
化
し

て
来
る
と
同
時
に
こ
れ
に
加
え
て
創
造
的
技
術
の
ウ

ェ
ー
ト
が
増
し
つ
つ
あ
る
か
ら
で
す
。
大
企
業
の
よ

う
な
組
織
化
さ
れ
た
技
術
集
団
に
お
い
て
発
想
さ
れ

る
創
造
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
む
し
ろ
中
小
企
業

的
、
あ
る
い
は
個
人
的
、
あ
る
い
は
ベ
ン
チ
ャ
ー
ビ

ジ
ネ
ス
的
着
想
が
成
功
す
る
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
ま
す
。
し
か
も
そ
の
創
造
性
が
即
刻
に
し
て
決
断

さ
れ
、
さ
ら
に
実
行
に
移
し
て
行
か
ね
ば
な
ら
な
い

目
ま
ぐ
る
し
い
時
代
に
既
に
突
入
し
て
い
る
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
個
人
の
日
頃
の
た
ゆ

ま
ざ
る
創
意
工
夫
と
知
恵
が
最
も
重
要
視
さ
れ
る
の

で
は
な
い
で
し
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